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狭
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巳

　
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
　
「
産
業
合
理
化
」
運
動
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、

「
産
業
合
理
化
」
運
動
を
推
進
す
る
機
構
に
よ
っ
て
展
開
せ
し
め
ら
れ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
、
戦
前
で
は
産
業
合
理
局
、
戦
後
で
は
目

本
生
産
性
本
部
の
果
す
役
割
が
重
視
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
と
く
に
、

賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
そ
れ
を
契
機
に
労
資
の
対
立
を
一
層
激

化
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
展
開
は
、
労
資
協
調
を
抜
き
に
し
て
は
困

難
で
あ
る
。
今
日
問
題
と
な
っ
て
い
る
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、

生
産
性
本
部
が
推
進
す
る
「
生
産
性
向
上
」
運
動
に
お
げ
る
労
使
協
議

制
の
普
及
．
定
着
化
の
企
図
と
結
合
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
今
日

の
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
　
「
生
産
性
向
上
」
運
動
の
一
環
と
し

て
、
機
構
的
に
推
進
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
一
般
的
に
は
、
独
占
資



本
に
よ
る
市
場
・
価
格
支
配
の
成
立
を
前
提
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
独

占
資
本
の
市
場
・
価
格
支
配
の
も
と
で
の
生
産
菅
理
、
労
務
管
理
方
式

の
発
展
を
基
礎
と
し
て
、
牛
産
費
賃
銀
と
し
て
の
賃
銀
体
系
の
「
合
理

　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

化
」
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
金

融
寡
頭
制
の
支
配
強
化
過
程
に
お
け
る
賃
銀
制
度
「
近
代
化
」
の
問
題

と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
金
融
寡
頭
制
支
配
の
強

化
が
、
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
と
し
て
展
開
す
る
今
日
の
資
本
主
義

に
お
い
て
は
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
資
本
主
義
的
径
済
計
画

の
中
で
把
握
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
賃
銀
体
系
の
「
合

理
化
」
は
、
賃
銀
抑
制
と
労
働
力
配
置
計
画
に
捉
迫
さ
れ
て
生
起
し
た

問
題
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
戦
後
、
わ
が
因
の
賃
銀
体
系
に
た
い
す
る
批
判
は
、
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
に

招
請
さ
れ
た
米
国
労
働
諮
問
委
員
会
の
批
判
・
勧
告
（
一
九
四
六
年
七
月

二
九
日
）
に
は
じ
ま
る
が
、
賃
銀
体
系
の
本
格
的
「
合
理
化
」
の
展
開

は
、
一
九
六
〇
年
以
降
の
こ
と
で
、
日
径
連
が
、
　
「
所
得
倍
増
計
画
」

に
関
連
し
て
、
「
安
定
賃
銀
」
構
想
と
賃
銀
体
系
の
「
漸
進
的
合
理
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
方
策
を
明
ら
か
に
し
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
賃
銀
体
系
の
か
か
る
「
合

理
化
」
は
、
　
「
経
済
計
画
」
逐
行
に
あ
た
っ
て
基
準
と
な
る
賃
銀
水
準

を
、
個
別
の
賃
率
と
し
て
確
定
す
る
賃
銀
支
払
形
態
の
「
合
理
化
」
問

　
　
　
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

題
と
し
て
提
起
す
る
こ
と
に
，
よ
り
、
労
資
問
の
賃
銀
決
定
の
問
題
を
、

労
働
者
相
互
間
に
お
け
る
賃
銀
配
分
決
定
の
問
題
に
置
き
か
え
る
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
賃
銀
体
系
「
合
理
化
」
の
真
の
目
的
が
、

労
資
関
係
の
「
安
定
」
と
労
働
分
配
率
の
固
定
化
に
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

　
資
本
に
と
っ
て
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
を
提
起
さ
せ
た
主
要
な

指
標
は
、
賃
銀
の
長
期
趨
勢
で
あ
っ
た
。
賃
銀
の
長
期
趨
勢
は
、
景
気

的
変
動
や
季
節
的
変
動
を
ふ
く
み
は
す
る
が
、
そ
れ
は
、
一
貫
し
て
上

昇
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
資
本
は
、
　
「
わ
が
国
逢
済

の
後
進
性
、
労
働
力
過
剰
と
資
本
形
成
の
未
成
熟
、
企
業
の
体
質
改
善

の
立
ち
遅
れ
等
の
現
実
を
振
返
る
と
き
、
径
済
好
況
の
成
果
は
国
民
経

済
と
企
業
経
営
の
安
定
成
長
を
可
能
な
ら
し
め
る
管
理
主
義
的
に
、
安

定
保
持
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
当
面
の
賃
金
管
理
も
賃
金
水
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
安
定
上
昇
の
課
題
に
そ
の
焦
点
が
置
か
れ
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
」
と

主
張
す
る
。
こ
う
し
て
、
賃
銀
管
理
は
、
賃
銀
水
準
の
「
長
期
安
定
的

な
上
昇
管
理
」
と
し
で
、
の
「
安
定
賃
銀
」
構
想
を
生
み
だ
し
た
が
、
そ

の
具
体
化
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
構
想
は
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」

を
提
起
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
日
経
連
は
、
賃
銀
体
系
「
合
理
化
」
の
基
本
的
方
向
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
　
（
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
一
号
）

職
務
基
準
の
原
則
、
年
令
別
格
差
縮
小
の
原
則
、
杜
会
的
標
準
化
の
原

則
の
三
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
三
っ
の
原
則
の

実
現
に
よ
っ
て
、
　
「
同
一
労
働
同
一
賃
銀
」
が
実
理
さ
れ
る
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

こ
れ
ら
原
則
に
も
と
づ
く
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
が
主
張
さ
れ
る
。

し
か
し
、
　
「
同
一
労
働
同
一
賃
銀
」
と
は
、
価
値
ど
お
り
の
賃
銀
を
前

提
と
し
て
お
り
、
し
か
も
、
労
働
力
の
価
値
が
労
働
の
価
格
に
転
化
す

る
に
あ
た
っ
て
、
剰
余
価
値
法
則
の
支
配
を
う
け
ざ
る
を
え
な
い
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
た
ん
に
賃
銀
配
分
の
「
合
理
性
」
の
問
題
で

は
あ
り
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
賃
銀
彫
態
は
、
価
値
法
則
の
観
点
か
ら

み
て
、
本
来
的
に
不
合
理
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
不
合
理
性
は
、
具

体
的
に
は
、
賃
率
の
高
低
の
問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
っ
ま
り
は
、

こ
の
賃
率
は
、
労
働
者
相
互
の
賃
銀
配
分
で
あ
る
と
と
も
に
。
、
労
働
分

配
率
の
間
題
で
あ
る
。
労
働
老
の
意
識
の
上
で
、
賃
率
の
問
題
が
、
た

ん
な
る
賃
銀
配
分
の
問
題
と
な
る
か
、
労
働
分
配
率
の
問
題
と
な
る
か

は
、
労
資
関
係
の
あ
り
方
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
資
本
に
主
導
さ
れ
た
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
基
本
的
に
は
、

戦
後
一
貫
し
て
職
務
給
化
を
追
求
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
の
賃
銀
体
系
論
と
し
て
も
、
戦
後
の
理
論
展
開
は
、
　
「
日
本
的
特
殊

性
」
の
解
明
に
視
点
を
お
き
つ
つ
、
賃
銀
体
系
の
「
漸
進
的
合
理
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
　
（
九
八
）

と
し
て
の
職
務
給
問
題
を
主
要
な
課
題
と
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
な
か

で
、
職
務
給
の
理
論
は
、
賃
銀
政
策
、
賃
銀
管
理
、
職
務
評
価
技
術
な

ど
の
内
容
に
－
っ
い
て
、
多
様
か
っ
豊
富
な
研
究
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

「
高
度
経
済
成
長
」
が
行
き
づ
ま
り
、
一
段
と
「
合
理
化
」
が
強
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
状
の
も
と
で
は
、
と
り
わ
け
、
国
家
独
占
資
本

主
義
の
賃
銀
政
策
、
賃
銀
管
理
に
お
げ
る
職
務
給
化
の
問
題
が
重
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
賃
銀
体
系
の
「
漸
進
的
合
理
化
」
が
、
職
務
給
の
漸

進
的
導
入
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
賃
銀
体
系
「
合
理
化
」
の
一
類
型

と
し
て
、
ま
た
、
職
務
給
化
の
過
渡
的
移
行
型
と
し
て
職
能
給
の
制
度

化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
に
も
と
づ
い
て
、
賃
銀
体
系
論
の

一
つ
の
課
題
と
し
て
、
職
能
給
の
研
究
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
職
能
給
の
研
究
は
、
職
務
給
の
一
類
型
と
し
て
、
職
務
給
研

究
に
包
括
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
職
能
給
独
自
の
研
究
成
果
は
、
き

わ
め
て
と
ぽ
し
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
日
経
連
は
、
経
済
成
長
が
「
減
速
軌
道
」
に
は
い
っ

た
と
し
て
、
平
均
賃
銀
の
引
き
上
げ
（
べ
－
ス
．
ア
ッ
ブ
）
抑
制
か
ら
賃

銀
配
分
の
「
適
正
化
」
に
よ
る
抑
制
へ
と
管
理
の
視
点
を
移
行
さ
せ
る

こ
と
を
主
張
し
、
　
「
能
力
主
義
化
」
に
対
応
し
た
賃
銀
配
分
の
「
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

化
」
を
企
図
し
て
い
る
。
賃
銀
配
分
「
合
理
化
」
の
中
心
は
、
　
「
基
本



給
近
代
化
」
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
「
能
力
主
義
管
理
」
と
か
か
わ
っ

て
、
考
課
や
昇
進
に
よ
る
部
分
を
職
能
給
と
は
全
く
別
個
の
体
系
と
し

て
設
定
し
、
経
験
給
的
、
勤
続
給
的
、
能
力
給
的
な
諸
要
素
を
包
含
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

た
も
の
と
し
て
職
能
給
を
設
定
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
賃
銀
体
系
変

更
の
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
の
も
と
で
は
、
職
能
給
げ
」
つ
い
て
の
独
自
の

研
究
成
果
の
積
み
あ
げ
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
こ

に
と
り
あ
げ
る
、
狭
田
喜
義
氏
の
著
作
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』

（
新
評
論
杜
、
一
九
七
一
年
）
は
、
職
能
給
研
究
に
と
っ
て
先
駆
的
な
労
作

と
し
て
の
位
置
を
し
め
る
も
の
と
い
え
る
。

　
そ
こ
で
、
狭
田
氏
は
、
　
「
実
力
主
義
や
高
能
率
高
賃
金
の
要
求
に
応

ず
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
と
こ
ろ
職
能
給
が
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
職
能
給
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
、
な
る
と
、
理
解
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
な
い
」
と
し
て
、
　
「
職
能
給
を
体
系
的
に
理
論
づ
け
る
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

も
に
、
そ
れ
を
実
施
す
る
際
の
工
夫
」
を
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
「
賃
金
体
系
は
、
も
と
も
と
、
労
働
組
合
の
守

備
範
囲
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。
資
本
は
守
備
の
側
に
あ
り
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

者
は
攻
撃
の
立
場
に
あ
る
」
と
い
う
主
張
が
あ
る
と
こ
ろ
に
、
賃
銀
体

系
論
に
と
っ
て
の
そ
の
成
立
に
お
け
る
困
難
な
問
題
が
あ
る
。
賃
銀
体

系
論
展
開
に
あ
た
っ
て
の
こ
の
困
難
は
、
具
体
的
に
は
、
賃
銀
体
系
論

　
　
　
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

が
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
理
論
に
１
堕
さ
ず
、
ま
た
、
賃
銀
体
系
批

判
を
客
観
的
に
は
政
策
提
案
の
異
論
に
堕
さ
し
め
な
い
た
め
に
お
こ
る

困
難
さ
と
し
て
現
わ
れ
る
。
賃
銀
体
系
「
合
理
化
」
の
本
質
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
と
は
別
個
に
，
、
賃
銀
体
系
論
を
展
開
す
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
、
剰
余
価
値
法
則
の
支
配
を
抜
き
に
し
て
、
た
だ
価
値
法
則
に
ー
よ

っ
て
賃
銀
理
論
を
展
開
す
る
Ｌ
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
狭
田
氏
に
と
っ

て
、
賃
銀
体
系
論
の
展
開
は
、
氏
の
賃
銀
理
論
そ
の
も
の
を
抜
き
に
し

て
は
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
（
１
）
資
本
に
と
っ
て
、
賃
銀
体
系
の
管
理
で
は
二
つ
の
管
理
視
点
が
要
請

　
　
　
さ
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
賃
銀
体
系
が
「
経
済
的
合
理
性
」
と

　
　
　
　
「
杜
会
的
妥
当
性
」
を
要
講
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
そ
の
管
理
に
は

　
　
　
　
「
費
用
的
視
点
」
と
「
労
務
的
視
点
」
の
二
つ
の
管
理
視
点
が
必
要
だ

　
　
　
　
と
い
う
（
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
日
本
経
済
の
安
定
成
長
へ
の
課
題

　
　
　
　
と
賃
金
問
題
』
一
九
六
〇
年
、
一
八
六
頁
）
。

　
　
（
２
）
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
と
し
て
の
職
務
給
制
度
の
導
入
は
、
一
九

　
　
　
　
四
八
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
か
け
て
初
期
的
な
実
旋
を
み
た
が
、
一
九

　
　
　
　
五
一
年
以
降
は
、
反
省
期
、
「
日
本
的
修
正
」
期
に
は
い
っ
た
。
一
九

　
　
　
　
六
〇
年
、
日
経
連
の
「
安
定
賃
銀
」
構
想
と
賃
銀
体
系
の
「
漸
進
的
合

　
　
　
　
理
化
」
方
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」

　
　
　
　
は
、
賃
銀
管
理
の
新
し
い
段
階
に
は
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

　
　
　
　
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
は
、
「
生
産
性
向
上
」
運
動
に
よ
る
「
労
使

　
　
　
　
協
議
禍
」
の
普
及
・
定
着
化
と
と
も
に
、
本
格
的
展
開
を
み
せ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
（
九
九
）
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に
た
っ
た
。

（
３
）
前
掲
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
目
本
経
済
の
安
定
成
長
へ
の
課
題

　
　
と
賃
金
問
題
』
ニ
ハ
ニ
頁
。

（
４
）
　
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
日
本
に
お
げ
る
職
務
評
価
と
職
務
給
』

　
　
　
一
九
六
五
年
、
七
頁
◎

（
５
）
　
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
変
革
期
に
■
立
つ
日
本
経
済
と
賃
金
問
題
』

　
　
　
一
九
七
二
年
、
九
〇
頁
。

（
６
）
　
「
基
本
給
近
代
化
」
と
し
て
の
職
能
給
導
入
の
具
体
的
事
例
に
つ
い

　
　
て
は
、
労
働
省
労
働
基
準
局
賃
金
部
編
『
職
務
・
職
能
給
導
入
の
仕
方

　
　
　
　
中
ハ
企
業
賃
金
制
度
改
善
事
例
集
　
　
』
第
一
・
二
集
労
働
法
令

　
　
協
会
、
一
九
七
〇
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
新
評
論
杜
、
一
九
七
一
年
、

　
　
　
一
頁
「
は
し
が
き
」
。

（
８
）
小
島
健
司
『
日
本
の
職
務
給
』
大
月
書
店
、
一
九
六
六
年
、
三
頁
。

　
　
の
「
賃
銀
体
系
決
定
の
原
則
」
と
職
能
給

本
書
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
は
し
が
き

第
一
章
職
能
給
の
意
義

　
　
　
－
　
現
行
の
賃
銀
体
系
の
性
格

　
　
　
２
　
賃
銀
体
系
の
決
定
原
則

　
　
　
３
　
職
能
給
の
意
義

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
（
一
〇
〇
）

　
職
能
給
の
性
格
と
構
造

－
　
職
能
給
の
性
格

２
　
職
能
給
の
構
成

　
職
能
給
の
作
成

－
　
職
能
段
階
の
設
定

２
　
職
能
基
礎
賃
率
の
決
定

３
　
職
能
加
算
賃
率
の
決
定

　
職
能
給
の
運
用

－
　
勤
務
評
定
と
昇
給

２
　
能
力
評
定
と
昇
進

　
職
能
給
へ
の
移
行
の
準
備

－
　
総
合
給
か
ら
の
離
脱

２
　
身
分
制
的
要
素
か
ら
の
離
脱

３
　
現
行
賃
銀
体
系
の
改
善

　
職
能
給
へ
の
直
接
的
移
行
の
方
法

－
　
職
能
給
作
成
の
簡
略
法

２
　
職
能
給
簡
略
法
の
運
用

３
　
職
能
給
の
適
用
と
個
人
賃
率
の
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以

上



　
さ
て
、
本
稿
に
お
い
で
、
は
、
著
書
の
構
成
に
そ
く
し
な
、
か
ら
、
各
章

の
基
本
論
点
を
明
確
に
し
つ
つ
、
論
旨
の
細
介
を
試
み
る
こ
と
に
し
よ

ト
つ
ｏ

　
職
能
給
の
意
義
は
、
　
「
基
本
給
近
代
化
」
過
程
で
、
職
務
か
ら
職
能

給
が
分
離
し
、
職
能
給
、
か
職
務
給
化
の
過
渡
的
形
態
と
Ｌ
て
具
体
化
す

現
実
過
程
に
照
応
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
現
行
賃
銀
体
系
の
変
更
が
、
い
か
な
ろ
根
拠
に
も
と
づ
い
！
、
、
発
生

す
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
分
析
を
は
じ
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
て
、
本
著
に
お
い
で
、
は
、
狭
田
氏
は
現
行
賃
銀
体
系
の
性
格
の

確
定
か
ら
出
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
は
、
現
行
賃
銀
体
系
の
性
格
は
、
彩
式
的
、
実
質
的
の
二
つ

の
側
面
か
ら
解
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
賃
銀
体
系
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

て
は
、
複
合
給
は
複
雑
給
で
あ
り
、
総
合
給
、
は
混
乱
給
に
遇
ぎ
ず
、
し

か
も
、
現
行
の
賃
集
体
系
を
形
成
す
る
個
々
の
賃
銀
形
態
の
実
貫
的
内

容
は
、
必
ず
し
も
、
そ
の
個
々
の
賃
銀
形
態
の
賃
銀
指
榛
を
貝
映
せ
ず

に
、
生
活
条
件
給
、
能
力
条
件
給
、
労
働
条
件
給
も
実
賃
的
一
」
は
身
分

条
件
給
で
あ
る
ぼ
あ
い
、
か
多
く
、
さ
ら
に
運
用
に
さ
い
し
、
。
、
身
分
条
件

給
の
形
態
を
と
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
、
か
一
つ
の
賃
銀
体
系
を
構
成

す
る
と
き
、
身
分
条
件
給
の
性
格
、
か
加
速
度
的
に
増
大
す
る
と
把
握
さ

　
　
　
　
狭
里
吾
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

　
（
１
０
）

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
現
行
賃
銀
体
系
の
身
分
条
件
給
的
性
格
は
、
労
働
市

場
の
個
別
化
と
未
成
熟
（
非
流
動
性
）
、
労
働
者
の
職
場
配
置
の
恋
意
性

と
企
業
内
教
育
制
度
の
未
確
上
、
↓
、
終
身
雇
用
制
に
規
定
さ
れ
た
「
遅
れ

た
労
使
関
係
」
を
背
暴
と
し
て
成
立
し
、
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の

１
遅
れ
た
労
使
関
係
」
そ
れ
自
体
が
そ
の
中
に
「
独
自
の
労
鶴
刺
激
の

要
素
」
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
賃
銀
体
系
、
か
結
局
は
一
．
安
上
、
か

り
」
で
あ
る
た
め
、
身
分
条
件
給
、
か
「
生
産
性
の
増
大
に
直
接
一
」
役
立

つ
賃
金
形
態
で
は
な
い
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
１
身
分
条
件
給
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ー
ユ
）

離
脱
は
企
業
の
課
題
に
。
は
な
り
え
な
か
っ
た
」
と
結
論
さ
れ
ろ
。

　
で
は
、
賃
銀
体
系
の
変
更
は
何
に
起
因
す
る
の
か
。
狭
田
氏
に
お
い

で
．
は
、
そ
れ
は
、
賃
銀
形
態
展
閥
の
理
論
と
し
て
よ
り
も
、
現
実
過
程

に
お
け
る
賃
銀
体
系
を
規
定
す
る
理
論
（
－
「
経
済
法
則
」
）
と
し
て
把
握

さ
れ
る
。
か
く
て
、
狭
田
氏
で
は
、
賃
銀
体
系
論
の
主
題
、
は
賃
＾
銀
体
系

を
規
定
す
る
論
理
の
解
明
と
し
て
課
麿
化
さ
れ
る
。

　
狭
田
氏
に
。
よ
れ
ぱ
、
　
「
賃
全
体
系
の
基
礎
は
労
働
市
場
に
お
け
一
一
り
賃

金
決
定
の
原
理
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
ス
、
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
　
一
．
企
美

の
外
に
そ
の
基
盤
を
有
し
そ
れ
、
か
企
芙
の
中
の
賃
金
決
定
の
原
則
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
口
）

る
」
の
が
、
　
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
だ
と
さ
れ
る
ｃ
そ
こ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
一
（
）
一
）
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こ
の
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
そ
の
も
の
の
理
解
が
問
題
に
な

る
が
、
狭
田
氏
は
、
そ
こ
で
の
「
同
一
労
働
」
の
労
働
を
、
そ
の
労
働

が
作
り
だ
し
た
付
価
価
値
、
一
般
的
利
潤
あ
る
い
は
企
業
利
潤
な
ど
を

通
し
て
問
接
的
に
把
撞
さ
れ
た
労
働
と
し
て
で
は
な
く
、
　
「
特
定
の
仕

事
を
処
理
す
る
も
の
と
し
て
の
労
働
」
、
「
技
術
的
労
働
」
と
し
て
把
撞

　
（
！
３
）

す
る
。
行
論
で
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
の
狭
田
氏
の
理
論
の
難
点
は
こ

こ
に
由
来
す
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
を
使
用
価
値
視
点
に
隈
定
す
る
か

ぎ
り
、
そ
こ
に
は
、
熟
練
度
や
強
度
の
問
題
は
は
い
り
え
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
熟
練
度
や
強
度
を
含
む
労
働
支
出
量
の
問
題
は
、
価
値
視
点
を

抜
き
に
し
た
労
働
の
把
握
で
は
、
労
働
力
の
価
値
と
そ
の
労
働
の
生
み

だ
し
た
生
産
物
価
値
の
関
係
を
切
断
し
、
熟
練
度
や
強
度
の
問
題
が
、

労
働
者
の
属
人
的
要
素
と
し
て
し
か
と
ら
え
え
な
く
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
労
働
の
生
み
だ
し
た
価
値
と
無
関
係
な
賃
銀
は
、
　
「
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

一
賃
金
」
に
お
け
る
賃
銀
を
、
労
働
力
の
市
場
価
格
と
み
る
こ
と
を
結

果
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
が
、
そ
の

成
立
の
根
拠
と
そ
れ
自
体
の
内
容
か
ら
賃
銀
体
系
の
決
定
に
あ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

］
一
つ
の
基
本
原
則
」
の
一
つ
、
　
「
労
働
指
標
の
原
則
」
の
具
体
化
の

た
め
の
「
系
」
に
、
労
働
技
能
、
労
働
時
問
、
労
働
強
度
が
ふ
く
ま
れ

る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
指
標
が
賃
率
決
定
に
か
か
わ
る
こ
と
は
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
　
（
一
〇
二
）

え
た
く
な
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
　
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
が
、
企
業
一
」
「
原
則
」

と
し
て
作
用
す
る
の
は
、
狭
田
氏
に
よ
れ
ぼ
、
労
働
市
場
に
お
い
て
、

「
同
一
の
労
働
を
そ
の
機
能
と
す
る
と
こ
ろ
の
同
一
労
働
力
」
の
「
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

一
賃
金
」
を
成
立
さ
せ
る
具
体
的
条
件
が
あ
り
、
資
本
の
再
生
産
が
、

労
働
力
の
継
続
的
供
給
を
前
提
と
す
る
か
ら
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
労

働
市
場
で
成
立
し
た
労
働
力
の
価
格
が
賃
銀
だ
と
す
る
「
賃
金
決
定
の

一
般
法
則
」
、
す
な
わ
ち
、
価
値
法
則
の
作
用
を
主
張
し
た
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
賃
金
決
定
の
一
般
法
則
」
に
規
定
さ
れ

た
「
賃
金
体
系
決
定
の
基
本
原
則
」
は
、
そ
れ
が
価
値
法
則
の
貫
徹
と

い
う
こ
と
か
ら
す
る
賃
銀
体
系
の
「
合
理
性
」
を
主
張
し
う
る
と
し
て

も
、
資
本
主
義
の
も
と
で
の
、
剰
余
価
値
法
則
を
と
お
し
て
し
か
価
値

法
則
が
貫
徹
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
規
定
さ
れ
る
賃
銀
制
度
の
本
来
的

な
不
合
理
性
と
、
こ
の
不
合
理
性
に
お
け
る
賃
銀
体
系
の
展
開
の
論
理

の
把
握
を
困
難
に
す
る
。
ま
た
、
も
し
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
性
」
を

主
張
し
う
る
と
す
れ
ぼ
、
労
資
関
係
（
１
１
階
級
関
係
）
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
と
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
狭
田
氏
に
お
け
る
賃
銀
体
系
の
「
基
本
原
則
」
は
、
労
働
市
場
に
お

げ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
の
成
立
を
前
提
と
し
た
も
の
で



あ
る
が
、
現
実
に
は
、
今
日
の
労
働
市
場
の
具
体
的
条
件
の
も
と
で
は

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、

「
基
本
原
則
」
の
修
正
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
修
正
は
、
　
「
労
働
指

標
の
原
則
」
も
「
投
下
補
償
の
原
則
」
を
も
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
も

の
と
し
て
、
　
「
賃
金
体
系
の
作
成
に
際
し
て
の
企
業
の
主
体
性
は
絶
対

的
な
も
の
に
な
る
」
と
い
う
。
か
く
て
、
　
「
修
正
原
則
」
は
、
　
「
個
別

企
業
ご
と
に
成
立
す
る
封
鎖
的
労
働
市
場
の
も
と
で
は
、
賃
金
体
系
の

基
礎
は
費
用
法
則
に
出
発
す
る
と
こ
ろ
の
一
種
の
心
理
法
則
に
よ
っ
て

与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
指
標
の
原
則
お
よ
び
投

下
補
償
の
原
則
と
い
う
基
本
原
則
に
代
わ
っ
て
、
安
定
指
標
の
原
則
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
７
）

よ
び
支
出
補
廣
の
原
則
」
を
内
容
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
そ
こ
で
の
賃
銀
体
系
は
、
　
「
公
平
感
お
よ
び
充
足
感
を
内
容

と
す
る
と
こ
ろ
の
満
足
感
の
確
保
と
い
う
心
理
法
則
の
支
配
の
も
と
に

　
　
　
（
１
８
）

お
か
れ
る
」
。
そ
し
て
、
か
か
る
１
心
理
法
則
」
の
眼
目
が
、
　
「
労
使

関
係
の
協
調
性
の
保
持
」
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
　
「
基
本
原
則
」
が
「
近
代
杜
会
の
賃
金
体
系
決
定

の
本
来
の
基
準
」
で
あ
る
と
い
う
か
ぎ
り
で
、
　
「
修
正
原
則
」
は
な
お

「
基
本
原
則
」
に
規
定
さ
れ
る
が
、
　
「
封
鎖
的
な
」
労
働
市
場
が
崩
壊

し
は
じ
め
、
　
二
般
的
な
」
労
働
市
場
が
成
立
し
て
く
る
と
、
　
１
修
正

　
　
　
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

原
則
」
か
ら
「
基
本
原
則
」
へ
の
移
行
が
、
　
「
世
問
相
場
の
配
慮
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
犯
）

要
」
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
こ
こ
に
、
　
「
技
術
原
則
」
の
成

立
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
一
」
な
る
。

　
賃
銀
体
系
決
定
の
「
基
本
原
則
」
、
　
「
修
正
原
則
」
、
　
「
技
術
原
則
」

の
区
別
と
連
関
は
、
「
基
本
原
則
」
を
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」

に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
そ
こ
に
「
経
済
法
則
」
を
土
台

と
す
る
賃
銀
体
系
の
「
合
理
性
」
を
求
め
つ
つ
、
　
「
修
正
原
則
」
を

「
心
理
原
則
」
に
も
と
づ
く
不
合
理
な
も
の
と
し
、
　
「
修
正
原
則
」
か

ら
一
基
本
原
則
」
へ
の
歴
史
的
移
行
過
程
に
お
け
る
「
技
術
原
則
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

現
実
的
な
賃
銀
体
系
決
定
の
原
則
と
し
て
把
握
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

狭
田
氏
に
と
っ
て
の
賃
銀
体
系
論
は
、
こ
の
「
技
術
原
則
」
に
も
と
づ

く
賃
銀
体
系
の
具
体
化
が
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
賃
銀
体

系
決
定
原
則
の
解
明
の
問
題
は
、
賃
銀
体
系
「
合
理
化
」
に
－
あ
た
っ
て
、

日
経
連
の
い
う
三
つ
の
原
則
（
「
職
務
基
準
の
原
則
」
、
「
年
令
別
格
差
縮
小
の

原
則
」
、
「
杜
会
的
標
準
化
の
原
則
」
）
に
よ
り
同
一
労
働
同
一
賃
銀
が
実
現

す
る
か
否
か
の
論
争
に
お
け
る
論
点
と
も
関
連
す
る
問
題
と
な
る
。
そ

の
意
味
で
も
、
狭
田
氏
が
、
こ
う
し
た
論
点
を
正
面
に
。
据
え
つ
つ
、

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
実
現
の
た
め
の
具
体
的
賃
銀
体
系

（
－
「
賃
金
格
差
の
合
理
性
」
）
を
追
求
し
ょ
う
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
狭
田
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
（
一
〇
三
）
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が
、
賃
銀
体
系
を
労
働
力
の
価
値
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
把
握
し

ょ
う
と
い
う
か
ぎ
り
で
は
一
定
の
積
極
性
を
も
っ
も
の
と
評
価
し
う
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
賃
銀
体
系
に
お
け
る
客
観
的
「
合

理
性
」
の
主
張
に
。
お
い
て
は
、
資
本
に
よ
る
悠
意
的
な
賃
銀
体
系
変
更

を
否
定
す
る
か
ぎ
り
で
の
積
極
性
も
、
実
は
賃
銀
体
系
論
の
課
題
を
、

労
働
力
の
価
値
な
い
し
現
実
の
賃
銀
水
準
（
－
「
世
間
相
場
」
）
を
反
映
す

る
賃
銀
体
系
と
賃
率
決
定
の
技
術
的
問
題
に
限
定
す
る
こ
と
を
結
果
す

る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
う
し
て
、
賃
銀
体
系
の
具
体
的
分
析
と
し

て
の
職
能
給
論
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
技
術
原
則
」
に
も
と
づ
く
分
析

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
行
論
の
展
開
は
、
狭
田
氏

の
趣
旨
に
そ
っ
て
、
「
技
術
原
則
」
に
規
定
さ
れ
た
賃
銀
体
系
が
、
「
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
を
実
現
す
る
か
否
か
を
基
準
と
し
つ
つ
も
、

な
お
そ
の
検
討
の
過
程
で
、
賃
銀
体
系
と
賃
銀
水
準
と
の
連
関
を
再
点

検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
賃
銀
体
系
の
基
本
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ

う
ｏ

　
と
こ
ろ
で
、
職
能
給
は
、
　
「
職
務
の
担
当
ま
た
は
遂
行
に
。
必
要
な
能

力
を
賃
金
決
定
の
指
標
と
す
る
賃
金
形
態
」
と
し
て
、
本
来
的
に
属
人

給
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
資
格
制
度
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
資
格

制
度
は
、
現
実
過
程
で
は
多
様
な
制
度
が
あ
る
が
、
こ
の
多
様
性
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
（
一
〇
四
）

「
身
分
的
要
素
」
と
「
職
能
的
要
素
」
の
絡
み
合
い
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
在
来
の
資
格
制
度
の
一
般
的
な
特
色
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
の

混
在
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
み
て
、
狭
田
氏
は
、
こ
の
資
格
制
度
を
、

資
格
基
準
の
明
確
化
と
「
身
分
的
要
素
」
か
ら
「
職
能
的
要
素
」
へ
の

資
格
基
準
の
移
行
と
い
う
内
容
で
、
　
「
発
展
傾
向
」
の
中
で
と
ら
え
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
発
展
傾
向
」
の
中
で
、
職
務
の
体
系
を
基
準
と
す
る

資
格
制
度
に
結
び
つ
い
た
職
務
給
と
、
職
能
の
体
系
を
基
準
と
し
た
資

格
制
度
に
１
結
び
っ
い
た
職
能
給
を
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
、
理
体
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
ユ
）

で
は
、
　
「
最
も
近
代
的
な
賃
金
形
態
」
と
評
価
す
る
職
務
給
が
、
そ
の

導
入
に
あ
た
っ
て
の
必
要
条
件
の
未
成
熟
な
た
め
に
、
職
務
給
本
来
の

「
近
代
的
性
格
」
が
発
揮
さ
れ
た
い
だ
け
で
な
く
、
導
入
に
。
あ
た
っ
て

労
働
者
の
「
無
用
な
抵
抗
」
を
生
む
の
に
た
い
し
、
職
能
給
は
、
　
「
最

近
の
杜
会
的
な
い
し
経
済
的
情
勢
や
技
術
的
条
件
の
激
し
い
変
化
に
適

合
す
る
」
も
の
と
し
て
、
職
務
給
に
た
い
す
る
そ
の
優
位
性
が
主
張
さ

れ
る
。
さ
ら
に
。
、
職
務
給
に
た
い
す
る
職
能
給
の
こ
の
現
実
的
優
位
性

は
、
初
任
給
の
上
昇
と
、
そ
れ
に
。
と
も
な
う
「
能
力
主
義
」
的
賃
銀
配

分
の
要
請
、
職
務
規
格
化
の
未
完
成
、
従
業
員
年
令
構
成
の
特
殊
性
、

技
術
革
新
の
円
滑
・
迅
速
な
実
施
と
い
う
点
で
一
層
促
進
さ
れ
る
と
い

う
ｏ



　
し
か
し
、
賃
銀
体
系
論
一
」
お
け
る
こ
の
よ
う
な
「
楽
観
主
義
」
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凹
）

資
木
に
よ
る
「
変
動
制
賃
金
」
や
１
荘
本
給
近
代
化
」
の
主
張
を
不
合

理
な
も
の
と
し
て
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
こ
う
し
た
賃
銀
体
系

の
「
合
理
化
」
の
本
質
を
解
明
し
う
る
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
と
い

わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
！
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
撃
諦
と
方
法
』
二
一
頁
。

前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
二
頁
。

　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
二
貝
。

　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
一
ｉ
二
頁
。

　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
二
、
－
三
頁
。

狭
田
氏
に
よ
れ
ぼ
、
「
必
要
生
活
資
料
の
価
値
が
労
働
力
の
価
値
を

決
定
す
る
。
そ
れ
が
労
働
市
場
に
お
い
て
価
格
を
も
っ
て
表
示
さ
れ
る

と
き
賃
金
と
呼
ぼ
れ
る
」
　
（
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方

法
』
二
五
頁
）
と
さ
れ
る
。
生
産
過
程
、
資
本
蓄
積
過
程
に
お
け
る
賃

銀
の
把
握
が
欠
落
し
、
賃
銀
が
剰
余
価
値
法
則
と
の
関
連
で
な
く
、
た

だ
価
値
法
則
の
問
題
と
し
て
の
み
、
す
な
わ
ち
、
「
労
働
力
の
再
生
産
」

の
問
題
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
　
「
労
働
経
済
論
」
で

の
賃
銀
論
と
同
質
の
内
容
し
か
も
ち
え
な
い
と
い
え
る
。

　
「
技
術
的
に
代
替
性
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
労
働
力
ご
と
に
同
一
の
賃

金
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
労
働
指
標
の
原
則
」
と
「
そ
の

金
額
は
労
働
力
の
再
生
産
を
行
な
う
に
充
分
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
投
下
補
償
の
原
則
」
の
二
つ
が
主
張
さ
れ
る
（
前
掲
、
狭
田

喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
八
頁
）
。

狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

（
１
６
）
　
「
労
働
力
の
需
給
に
つ
い
で
、
の
価
値
的
均
衡
の
条
件
」
と
「
労
働
力

　
　
の
需
給
に
つ
い
て
の
完
全
競
争
」
の
二
つ
の
労
働
市
場
の
在
提
条
件

　
　
（
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
三
（
Ｕ
頁
）
。

　
　
　
な
お
、
狭
田
氏
は
、
労
働
市
場
に
お
い
て
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の

　
　
原
則
」
の
作
用
が
阻
止
さ
れ
る
た
け
で
な
く
、
　
「
差
別
労
働
差
別
賃
金

　
　
の
原
則
」
も
同
じ
く
影
響
を
う
け
る
と
し
、
そ
の
ぼ
あ
い
、
差
別
賃
銀

　
　
が
労
働
力
の
価
値
と
乖
離
し
て
も
、
価
値
に
比
例
し
で
、
い
る
ぼ
あ
い
と

　
　
そ
う
で
な
い
ぼ
あ
い
が
発
生
す
る
と
し
、
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
「
原

　
　
則
」
の
擬
乱
は
、
「
複
雑
な
賃
金
格
差
」
を
生
ぜ
し
め
る
が
、
労
働
市

　
　
場
に
お
け
る
さ
き
の
二
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
「
差

　
　
別
労
働
差
別
賃
金
の
原
則
は
労
働
力
の
偲
値
の
差
に
基
づ
く
本
来
的
賃

　
　
金
杵
差
」
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
（
狭
田
喜
義
『
賃
金
体
系
の
内
在
的

　
　
諸
問
題
』
広
島
大
学
政
経
学
会
『
政
経
論
叢
』
第
一
（
一
巻
第
一
号
、
一

　
　
九
六
●
年
、
四
六
－
七
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
市
場
の
二
つ
の
条

　
　
件
が
み
た
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
賃
銀
格
差
は
－
合
理
性
」
を
も
ち
う

　
　
る
こ
と
と
な
り
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
什
」
が
冊
員
徹
す
る
と
主
張
さ
れ

　
　
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

（
１
７
）
　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
十
、
力
法
』
三
二
頁
。

（
１
８
）
　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
三
六
頁
。

（
１
９
）
「
技
術
原
則
」
と
し
て
、
「
市
場
適
合
の
原
則
、
労
働
適
合
の
原
則
、

　
　
簡
単
明
白
の
原
則
、
連
続
性
の
原
則
」
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
原

　
　
則
を
、
日
経
連
の
「
賃
銀
合
理
化
」
の
三
原
則
に
対
比
す
れ
ぽ
、
労
働

　
　
力
の
価
値
と
の
関
連
を
前
提
し
、
賃
銀
体
系
に
お
げ
る
「
簡
単
明
白
の

　
　
原
則
」
を
確
定
し
た
と
こ
ろ
の
積
極
性
を
評
価
し
た
け
れ
ぼ
な
ら
な

　
　
い
。

一
〇
五
　
（
一
〇
五
）
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（
２
０
）
狭
田
氏
に
よ
る
三
つ
の
「
原
則
」
の
区
別
は
、
狭
田
氏
が
、
ケ
ネ
ｉ

　
　
賃
銀
論
の
解
明
に
あ
た
っ
て
、
三
つ
の
賃
銀
類
型
を
析
出
し
、
賃
銀
変

　
　
動
の
論
理
を
評
価
し
て
行
っ
た
方
法
（
狭
田
喜
義
『
重
農
学
派
賃
金
学

　
　
説
研
究
』
広
島
大
学
政
治
経
済
研
究
双
書
第
四
冊
、
一
九
六
六
年
）
と

　
　
関
連
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
と
く
に
、
生
活
賃
銀
説
に
お
げ
る
価

　
　
値
論
と
価
格
論
の
理
論
構
造
を
継
承
し
、
ケ
ネ
ー
に
お
い
て
生
活
賃
銀

　
　
説
的
賃
銀
論
の
理
論
支
柱
が
未
完
成
な
が
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

　
　
評
価
し
つ
つ
、
ケ
ネ
ー
の
賃
銀
変
動
論
が
も
つ
「
発
展
論
的
意
義
」
に

　
　
お
げ
る
楽
観
主
義
を
も
同
時
に
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
そ
こ
か
ら
、
か
か
る
楽
観
主
義
賃
銀
論
を
基
礎
に
し
た
賃
銀
体
系
「
合

　
　
理
性
」
の
理
論
と
し
て
、
狭
田
氏
の
賃
金
体
系
論
を
と
ら
え
る
こ
と
が

　
　
で
き
よ
う
。

（
２
１
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
四
九
頁
。

（
２
２
）
　
日
経
連
は
、
賃
金
体
系
・
制
度
に
「
調
整
機
能
」
を
あ
た
え
る
べ
き

　
　
と
し
て
、
少
く
と
も
人
件
費
の
三
割
く
ら
い
の
「
変
動
制
賃
金
」
を
設

　
定
す
へ
き
と
王
張
す
る
（
前
掲
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
変
革
期
に

　
　
立
つ
日
本
経
済
と
賃
金
問
題
』
九
九
頁
）
。

　
　
二
　
職
能
給
の
理
論
と
そ
の
具
体
化

　
　
　
い
　
職
能
給
の
性
格
と
職
能
評
価
方
式

　
職
能
給
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
の
内
容
は
、
現
実
に
は
暖
昧
な
ぼ
あ
い

　
　
（
２
３
）

が
多
い
。
狭
田
氏
は
、
職
能
給
の
意
義
を
、
賃
銀
体
系
決
定
の
原
則
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
一
〇
六
）

ら
理
論
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は

同
時
に
、
職
能
給
の
性
格
を
も
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
職
能
給
は
、
属
人
給
だ
が
、
職
能
給
以
外
の
属
人
給
が

程
度
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
職
務
と
遊
離
し
て
賃
銀
を
決
定
す
る
の
に

た
い
し
、
職
能
給
の
み
は
、
職
務
担
当
能
力
を
賃
銀
指
標
と
す
る
こ
と

で
職
務
へ
の
密
着
性
を
保
持
し
、
し
た
が
っ
て
、
職
能
給
は
「
属
人
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
４
）

の
中
で
は
最
も
仕
事
給
に
近
い
属
人
給
で
あ
る
」
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
職
能
給
は
「
実
力
主
義
の
賃
金
形
態
で
あ
る
」
と
さ
れ
る

（
２
５
）

が
、
そ
の
論
拠
は
、
　
「
近
代
的
な
労
使
関
係
」
に
合
致
し
た
賃
銀
形
態

と
し
て
、
職
能
給
の
賃
銀
指
標
が
、
そ
の
性
格
を
と
お
し
て
、
努
力
次

第
で
高
い
賃
銀
を
労
働
者
に
保
証
し
う
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
、
努
力
次
第
で
高
い
賃
銀
を
保
証
す
る
と
い

う
「
実
力
主
義
」
に
も
と
づ
く
賃
銀
配
分
の
　
「
合
理
性
」
（
－
「
賃
銀
格

差
の
合
理
性
」
）
は
、
一
っ
の
幻
想
に
過
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
賃
銀
彩

態
が
も
つ
本
来
的
な
不
合
理
性
を
問
わ
な
い
と
し
て
、
賃
銀
形
態
が
一

定
の
「
合
理
性
」
（
実
は
賃
銀
彩
態
の
不
合
理
性
の
転
倒
的
表
現
）
を
も
ち
う

る
た
め
に
は
、
一
労
働
時
間
の
価
格
（
－
労
働
の
価
格
の
単
位
尺
度
）
が
労

働
支
出
量
を
「
適
正
」
に
表
現
す
る
と
と
も
に
１
、
そ
の
労
働
支
出
量
の

限
定
が
保
証
さ
れ
て
い
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
職
能
給
で



は
、
こ
の
労
働
支
出
量
が
能
力
と
勤
務
で
評
定
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
と

こ
ろ
に
、
賃
銀
形
態
の
「
合
理
性
」
の
崩
壊
（
１
１
賃
銀
形
態
の
本
来
的
不

合
理
性
の
暴
露
）
が
は
じ
ま
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
資
太
の
側
に
お
い
て
も
、

賃
金
形
態
の
１
合
理
性
」
と
と
も
に
、
　
「
バ
ッ
ケ
ー
ジ
管
理
」
と
し
て

労
働
時
問
を
ふ
く
め
た
管
理
の
必
要
性
を
と
か
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ

（
２
６
）

る
。　

さ
て
、
賃
銀
体
系
の
変
更
は
、
資
本
の
必
要
に
も
と
づ
い
て
提
起
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
変
更
が
１
合
理
性
一
の
万
向
に
推
移
す
る
か
否
か

は
、
　
「
杜
会
の
歴
史
的
事
情
」
に
作
用
さ
れ
、
こ
の
「
杜
会
の
歴
史
的

事
情
」
の
一
端
を
担
う
も
の
と
し
て
の
労
働
者
の
動
向
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
Ｌ
て
、
今
日
の
段
階
で
は
、
労
働
者
側
の
新
し
い
動
向
を
反

映
し
て
、
賃
銀
形
態
の
推
移
が
職
能
給
へ
の
移
行
と
い
う
方
向
を
た
ど

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

　
こ
の
よ
う
な
職
能
給
ぱ
、
　
「
歴
史
的
一
」
は
過
渡
的
な
賃
金
形
態
」
と

し
て
性
格
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
狭
田
氏
に
よ
れ
ぼ
、
こ
の
　
「
過
渡

的
」
と
さ
れ
る
内
容
は
、
　
「
身
分
条
件
給
や
生
活
条
件
給
か
ら
職
務
給

へ
の
移
行
に
際
し
、
そ
れ
が
理
論
的
に
中
問
的
な
性
格
を
有
し
て
い

る
」
こ
と
と
、
　
「
こ
の
過
渡
的
な
段
階
を
埋
め
る
賃
金
形
態
と
し
て
そ

の
登
場
が
約
束
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
お
か
れ
る
。
な
お
、
ま
た
、

　
　
　
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

「
職
能
給
」
が
独
白
の
賃
銀
指
標
を
も
っ
て
成
立
し
た
「
独
立
の
賃
金

形
態
」
で
あ
り
な
が
ら
、
職
務
給
や
身
分
条
件
給
、
生
活
給
な
ど
の
賃

銀
諸
形
態
の
諸
要
素
を
、
　
「
工
夫
次
第
で
は
そ
の
構
成
の
中
に
取
入
れ

う
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
、
職
能
給
は
「
過
渡
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

賃
金
形
態
」
と
し
て
の
歴
史
的
位
置
を
し
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

に
、
職
能
給
の
技
術
的
性
格
規
定
を
重
視
す
る
狭
田
氏
の
態
度
が
明
確

け
」
し
め
さ
れ
て
い
る
。

　
職
能
給
の
過
渡
的
性
格
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
か
ら
は
、
職

能
給
が
、
職
務
給
に
移
行
す
る
に
さ
い
し
て
の
「
理
論
的
一
」
中
問
的
な

性
格
」
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
え
た
と
し
て
も
、
労
働
市
場
に
お
い
て

同
一
労
働
同
一
賃
銀
が
成
立
し
な
い
か
ぎ
り
、
職
能
給
か
ら
職
務
給
へ

の
移
行
は
具
体
化
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、
職
能
給

は
「
独
白
な
」
賃
銀
形
態
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
、
こ
の

「
独
白
な
」
賃
銀
形
態
と
し
て
、
職
能
給
が
具
体
化
さ
れ
る
現
実
的
条

（
２
９
）

件
に
っ
い
て
は
、
狭
田
氏
は
、
そ
の
自
ら
の
論
理
の
中
で
は
説
明
し
え

て
い
な
い
。
狭
田
氏
に
お
い
て
、
職
能
給
の
具
体
化
の
た
め
の
現
実
的

条
件
の
限
定
が
提
起
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
職
能
給
は
な
お
一
般
的
な
成

立
条
件
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
は
、
　
「
古
い
日
本
的
た
個
別
的
な
労
働
者
支
配
に
よ
る
労
務
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
（
一
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
一
号
）

を
復
活
さ
せ
た
も
の
」
と
し
て
、
　
「
中
小
企
業
の
お
く
れ
た
労
務
管
理

や
、
特
殊
な
作
業
態
様
を
も
つ
サ
ー
ヴ
ィ
ス
業
の
個
別
的
労
務
管
理
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

代
表
す
る
そ
れ
自
身
独
立
し
た
賃
金
管
理
」
だ
と
す
る
現
状
認
識
と
は

明
確
に
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
対
立
は
、
狭
田
氏
が
、
賃
銀
形

態
の
本
来
的
な
不
合
理
性
を
問
題
に
せ
ず
、
そ
の
技
術
的
性
格
を
重
視

し
、
職
能
給
の
歴
史
的
に
は
過
渡
的
な
賃
銀
彩
態
と
し
て
の
「
合
理

性
」
を
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
職
能
給
の
「
独
自
な
」
賃
銀
移
態
と
し
て
の
一
般
的
な
成
立

は
、
職
能
給
の
技
術
的
性
格
に
お
げ
る
「
実
力
主
義
の
賃
金
」
と
し
て

の
現
実
的
一
般
性
に
お
い
て
の
み
主
張
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
そ
こ
で
は
、
職
能
格
付
げ
の
基
準
の
性
格
が
、
職
能
給
の
実
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

た
性
格
と
意
義
と
を
規
定
す
る
も
の
と
し
て
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

格
差
賃
銀
と
し
て
の
「
合
理
性
」
が
、
賃
銀
移
態
の
技
術
的
性
格
と
し

て
把
握
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
賃
銀
形
態
と
し
て
の
職
能
給
の
一
般
的
性

格
が
主
張
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
、
狭
田
氏
の
い

わ
れ
る
「
賃
金
体
系
決
定
の
修
正
原
則
」
に
た
い
す
る
「
賃
金
体
系
決

定
の
技
術
原
則
」
の
し
め
る
位
置
の
重
要
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
職
能
の
格
付
げ
と
賃
率
格
差
の
基
準
に
つ
い
て
、
狭
田
氏
は
二
つ
の

方
法
を
主
張
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
職
務
評
価
方
式
と
成
長
段
階
方
式

一
〇
八
　
（
一
〇
八
）

と
で
あ
る
。

　
職
務
給
の
評
価
方
式
の
援
用
で
あ
る
職
務
評
価
方
式
は
、
職
務
給
の

評
価
要
素
の
う
ち
、
　
「
努
力
」
、
「
作
業
条
件
」
の
要
素
を
評
価
対
象
か

ら
除
外
す
る
。
こ
れ
ら
要
素
の
除
外
が
、
　
「
実
力
主
義
」
の
見
地
か
ら

当
然
で
あ
っ
て
も
、
職
能
評
価
を
基
準
と
し
た
賃
率
が
、
労
働
支
出
量

に
照
応
し
う
る
た
め
の
保
証
は
な
い
。
さ
ら
に
、
職
務
評
価
に
あ
た
っ

て
、
職
務
要
素
問
の
ウ
エ
イ
ト
、
各
職
務
要
素
の
段
階
区
分
、
各
段
階

へ
の
評
価
点
の
配
分
の
三
段
階
に
わ
た
る
技
術
的
処
理
の
具
体
的
過
程

が
、
職
能
給
独
自
の
評
価
方
式
で
あ
る
成
長
段
階
方
式
を
成
立
さ
せ
る

と
い
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
職
能
給
の
賃
率
格
差
の
、
こ
の
技
術
的
性

格
（
Ｈ
独
自
の
評
価
方
式
に
ー
よ
る
賃
率
格
差
基
準
の
設
定
）
は
、
労
働
支
出
量

と
の
対
応
な
し
に
設
定
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
賃
銀
形
態
と
し
て
の
限
界

（
賃
銀
の
一
般
的
法
則
か
ら
み
た
限
界
）
を
露
呈
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
ゆ
－

え
に
、
職
能
給
が
「
自
己
完
了
的
な
独
立
の
賃
金
形
態
」
た
り
え
ず
、

補
助
的
賃
銀
彩
態
（
た
と
え
ぱ
、
作
業
手
当
や
職
場
手
当
な
ど
）
に
補
完
さ

れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
狭
田
氏
に
よ
れ
ば
、

こ
の
限
界
は
、
技
術
的
事
情
と
と
も
に
、
　
「
職
能
給
の
実
施
を
要
求
す

る
杜
会
的
条
件
そ
の
も
の
が
作
業
内
容
や
作
業
条
件
の
差
異
を
無
視
す

る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う
歴
史
的
事
情
」
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
労
働
の
量
と
労
働
の
価
格
お
よ
び
賃
銀
の
問
の
関
連

に
お
け
る
賃
銀
の
一
般
法
則
が
、
労
働
力
の
価
格
（
価
値
）
と
剰
余
価

値
と
の
大
い
さ
の
変
動
に
関
す
る
諸
法
則
の
転
化
形
態
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ぼ
、
労
働
の
量
と
の
昭
一
応
関
係
を
た
ち
き
っ
た
賃
銀
形
態
は
、

生
産
性
の
急
速
な
拡
大
の
も
と
で
の
強
蓄
積
の
た
め
の
賃
銀
形
態
と
こ

そ
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
職
能
給
の
独
自
の
職
能
評
術
方
式
も
、
労
働
支
出
量
と
の
直
接
照
応

関
係
を
も
た
な
い
技
術
的
性
格
に
お
い
て
注
、
職
能
段
階
の
設
定
が
、

い
わ
ゆ
る
「
合
理
性
」
を
も
ち
え
ム
」
と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
職
能
賃
率

の
決
定
は
、
里
実
に
は
別
個
の
条
件
、
た
と
え
ぼ
既
存
の
賃
銀
水
準
に

規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
こ
で
は
、
た
だ
、
職
能
賃
率
の
格

差
だ
げ
が
「
合
埋
性
」
を
も
ち
う
る
も
の
に
ふ
、
一
ぎ
な
い
。
こ
う
し
て
、

職
能
給
に
お
げ
る
「
労
働
力
の
価
格
」
理
論
は
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
、

そ
の
技
術
的
性
格
の
限
界
を
露
呈
す
る
二
い
た
る
。

　
さ
て
、
賃
銀
体
系
論
に
お
け
る
こ
の
技
術
的
性
格
は
、
職
能
給
の
論

理
体
系
で
は
、
職
能
賃
率
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
算
定
方
式
の
限
界
と

し
て
発
現
す
る
。
こ
の
点
チ
ー
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
こ
す
る
が
、
賃

銀
体
系
が
賃
銀
率
の
格
差
に
の
み
－
合
理
性
」
を
あ
た
え
る
と
い
う
そ

の
技
術
的
性
格
の
限
界
は
、
狭
田
氏
自
身
の
理
論
展
開
の
基
軸
を
な
す

　
　
　
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

と
二
ろ
の
賃
災
体
系
決
定
一
」
お
け
る
「
修
正
原
則
」
の
「
技
術
原
則
」

に
ょ
る
否
定
の
道
（
↓
基
本
原
則
へ
」
の
回
帰
の
過
程
）
を
閉
ざ
す
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
限
界
は
、
賃
銀
体
系
「
合
翌
化
」
の
基

準
に
一
、
生
産
性
基
準
原
理
」
を
お
く
日
経
連
の
方
針
を
批
判
し
え
な
い

だ
け
で
な
く
、
日
経
達
の
方
針
を
批
判
し
え
な
い
と
い
う
そ
の
こ
と
は
、

「
技
術
原
則
」
の
具
体
化
に
よ
っ
て
は
今
日
の
賃
銀
を
め
ぐ
る
労
資
の

対
立
を
回
避
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
し
め
す
も
の
に
。
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
成
長
段
階
方
式
は
、
職
能
要
素
の
組
み
合
わ
せ
と
そ
の

各
職
能
の
内
容
に
よ
っ
で
、
職
能
を
把
握
し
、
構
成
す
る
職
能
要
素
の
成

長
で
も
っ
て
「
職
能
の
成
長
」
を
と
ら
え
る
。
こ
う
し
た
「
職
能
の
成

長
」
を
軸
に
し
て
、
職
掌
区
分
と
段
階
区
分
（
－
等
級
設
定
）
が
統
一
的

に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
職
能
設
階
は
、
職
能
賃
率
の
指
漂
、

資
格
基
準
の
内
容
、
能
力
評
定
の
要
件
の
基
礎
基
準
と
し
て
重
要
で
は

あ
る
が
、
そ
れ
一
」
よ
っ
て
一
．
合
理
性
」
を
あ
た
え
ら
れ
る
の
は
、
載
能

（
－
職
掌
）
と
職
能
簑
階
の
相
互
俸
系
的
違
関
に
す
ぎ
■
な
い
こ
と
は
す
で

に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
技
術
的
性
格
に
規
定
さ

れ
た
体
系
的
連
関
の
「
合
理
性
」
が
、
身
分
的
性
格
を
排
除
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
評
価
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
　
（
一
〇
九
）
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職
能
給
の
過
渡
的
賃
銀
形
態
と
し
て
の
性
格
は
、
身
分
条
件
給
や
生

活
条
件
給
の
性
格
を
一
面
に
お
い
て
継
承
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て

こ
の
こ
と
が
、
同
一
職
能
段
階
に
複
雑
賃
率
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
職
能
給
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
過
渡
的
性
格
が
、
　
「
範
囲
職
能

給
」
を
成
立
さ
せ
る
が
、
そ
の
ば
あ
い
、
併
存
法
よ
り
も
統
合
法
の
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

択
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
統
合
法
の
選
択
は
、
　
「
職
能
の
成
長
」
と
は

別
に
、
勤
続
年
数
を
基
準
に
し
た
賃
率
格
差
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
複

数
の
賃
率
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
　
「
職
能
の
成
長
段
階
に
対
応
す

る
賃
率
を
最
低
賃
率
と
し
、
そ
の
上
に
身
分
条
件
給
お
よ
び
生
活
条
件

給
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
複
数
の
賃
率
を
積
み
重
ね
る
」
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
　
「
範
囲
職
能
給
」
の
複
数
賃
率
が
、
か
か
る
「
積
み
重
ね
」

の
賃
率
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
統
合
法
に
－
よ
る
「
範
囲
職
能
給
」
は
、
職

能
賃
率
の
修
正
が
な
い
か
ぎ
り
、
賃
銀
源
資
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
も
し
賃
銀
源
資
を
不
変
と
す
る
配
分
変
更
だ
と
す
れ
ぼ
、

職
能
賃
率
は
修
正
さ
れ
、
　
「
客
観
的
」
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
狭
田
氏
に
１
お
い
て
は
、
た
だ
、
昇
給
制
度

に
お
げ
る
技
術
的
性
格
に
か
ん
す
る
問
題
と
し
て
と
り
あ
つ
か
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
　
「
範
囲
職
能
給
」
は
、
そ
れ
が
職
能
給
の
「
理
論
的
な
中

間
形
態
の
性
格
」
に
由
来
す
る
も
の
で
な
く
、
　
「
歴
史
的
な
過
渡
的
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
　
（
一
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

態
の
要
請
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
し
か
な
い
と
す
れ
ぼ
、
「
範
囲
職
能

給
」
の
成
立
と
い
う
現
実
に
お
い
て
、
職
能
給
の
技
術
的
性
格
に
お
げ

る
「
合
理
性
」
は
、
そ
の
「
合
理
性
」
の
貫
徹
の
保
証
を
ど
こ
に
求
め

る
の
か
。
狭
田
氏
に
と
っ
て
は
、
こ
の
問
題
は
、
必
ず
答
え
ね
ぼ
な
ら

な
い
問
題
で
あ
る
。

　
（
２
３
）
現
実
の
職
能
給
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
　
「
範
囲
職
能
給
」
ま
で

　
　
　
ふ
く
め
る
と
、
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

　
　
　
　
ｍ
　
役
職
手
当
ま
た
は
職
責
手
当

　
　
　
　
○
　
日
本
的
修
正
職
務
給
の
意
味

　
　
　
　
倒
　
職
務
給
を
採
る
場
合
の
能
力
、
成
績
の
保
有
度
、
発
揮
度
に
。
よ

　
　
　
る
調
整
給

　
　
　
　
側
　
従
業
員
の
蓄
然
的
潜
在
的
能
力
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
る
賃
銀

　
　
　
（
能
力
給
）

　
　
　
　
伺
　
職
務
の
調
査
は
行
な
わ
ず
、
従
業
員
個
々
人
の
職
務
能
力
を
直

　
　
　
接
評
価
し
、
そ
の
序
列
に
も
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
賃
銀

　
　
　
　
倒
　
大
ま
か
た
職
務
の
調
査
分
析
・
評
価
に
よ
る
職
能
分
類
に
も
と

　
　
　
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
賃
銀

　
　
　
　
ｍ
　
一
定
の
手
法
で
の
職
務
の
分
析
・
評
価
に
よ
る
職
能
分
類
に
も

　
　
　
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
賃
銀

　
　
　
な
ど
で
あ
る
（
前
掲
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
日
本
に
お
げ
る
職
務

　
　
　
評
価
と
職
務
給
』
四
二
九
頁
）
。

　
（
２
４
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
六
〇
１
一
頁
。

　
（
２
５
）
　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
六
一
頁
。



（
２
６
）

（
２
７
）

（
２
８
）

（
２
９
）

（
３
０
）

（
３
１
）

（
３
２
）

（
３
３
）

（
３
４
）

　
前
掲
、
日
本
繧
営
者
団
体
連
盟
『
変
革
期
に
立
つ
日
本
経
済
と
賃
金

問
題
』
七
八
頁
。

　
前
掲
、
狭
田
喜
義
「
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
六
五
頁
。

　
前
掲
、
狭
田
喜
義
「
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
六
六
頁
。

　
各
企
業
が
、
賃
銀
の
「
合
理
化
」
を
企
図
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の

類
型
を
採
用
す
る
か
は
、
　
「
職
務
給
化
阻
害
要
因
の
存
在
の
程
度
と
そ

れ
に
対
す
る
経
営
と
し
て
の
意
識
の
相
違
、
さ
ら
に
は
各
企
業
の
実
態

認
識
に
も
と
づ
く
政
策
的
配
慮
等
の
総
合
的
判
断
」
に
よ
る
と
い
う

（
前
掲
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
日
本
に
お
け
る
職
務
評
価
と
職
務

給
』
四
三
０
１
四
頁
参
照
）
。

　
前
掲
、
｛
島
健
司
『
日
本
の
職
務
給
」
ニ
ハ
ニ
エ
ニ
頁
。

　
職
能
給
の
技
術
的
性
格
に
よ
る
把
握
は
、
差
別
賃
銀
を
、
労
働
力
の

価
値
に
比
例
的
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
労
働
が
生
産
す
る
価
値
の
大
小
と
差
別
賃
銀
の
間
に
も
、

ま
た
労
働
が
生
産
す
る
剰
余
価
値
の
大
心
と
差
別
賃
金
の
間
に
も
、
個

別
的
に
は
因
果
関
係
が
存
在
せ
ず
、
全
体
的
に
は
比
例
関
係
が
成
立
し

な
い
」
と
い
う
（
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
賃
金
体
系
の
内
在
的
諾
問
題
』

四
一
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
狭
田
氏
に
お
い
て
は
、
賃
率
は
、
労
働
力

の
価
格
と
剰
余
価
値
と
の
大
い
さ
の
変
動
に
関
す
る
諸
法
則
に
規
定
さ

れ
ず
、
し
た
が
っ
て
賃
率
格
差
は
、
全
く
別
個
の
技
術
原
則
に
規
定
さ

れ
る
も
の
と
な
る
。

前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
七
一
頁
。

前
掲
、
狭
田
喜
義
「
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
八
七
頁
。

前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
九
〇
頁
。

狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

２

職
能
給
の
賃
率
決
定

　
職
能
段
階
の
設
定
の
た
め
の
職
能
調
査
と
し
て
、
仕
事
手
順
調
査
、

資
格
（
職
能
）
調
査
を
実
施
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
き
、
職
能
の
格
付
け

と
同
一
系
統
職
能
の
段
階
区
分
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
の
職
能
分
類
の

基
準
は
、
　
「
職
能
の
成
長
」
の
系
統
と
段
階
に
お
か
れ
る
。
具
体
的
に

は
、
教
育
程
度
別
職
能
序
列
を
基
準
と
し
つ
つ
判
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

工
、
れ
を
も
と
に
全
職
能
を
序
列
化
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
職
能
序
列
化
が
現
実
的
「
合
理
性
」
を
も
ち
う

る
た
め
に
は
、
性
別
・
年
令
に
つ
い
て
、
玩
実
に
は
差
別
賃
銀
が
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

す
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
罫
諭
的
に
ど
う
整
理
す
る
の
か
。
さ
ら

一
」
、
資
本
主
義
的
生
産
関
係
に
規
定
さ
れ
た
生
産
力
の
現
体
系
の
も
と

で
、
熟
練
度
を
職
能
と
し
て
完
全
に
把
握
し
き
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う

か
。
現
実
に
は
、
職
能
の
段
階
区
分
を
実
務
経
験
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ

た
技
能
の
熟
練
度
で
区
分
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
職
務
評
価
方
式
に
。
た
い
し
、
職
能
給
の
「
独
自
な
」
評
価
方
式
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
成
立
す
る
現
実
的
基
盤
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。

能
力
考
課
の
具
体
的
基
準
が
ど
こ
に
お
か
れ
る
か
と
い
う
こ
と
と
関
連

す
る
が
、
実
際
に
は
、
業
績
に
ー
も
と
づ
く
考
課
が
お
こ
な
わ
れ
る
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
（
一
一
一
）
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か
ら
み
て
も
、
職
能
段
階
の
設
定
に
お
い
て
、
熟
練
度
が
ど
の
よ
う
に

関
連
し
、
評
価
に
入
り
こ
む
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
一
層
の

解
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
た
ぜ
な
ら
熟
練
度
は
そ
の
ま
ま
で
は
職
能
の

構
成
要
素
で
は
な
い
し
、
現
実
の
考
課
で
は
、
熟
練
度
を
分
離
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
と
、
熟
練
度
を
加
算
賃
率
で
処
理
す
る
こ
と
が

職
能
給
と
し
て
の
基
本
性
格
に
と
っ
て
も
つ
意
味
を
ふ
く
め
て
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
、
職
能
段
階
に
よ
る
職
能
等
級
は
、
等
級
数
が
多
い
と
き
に
は

昇
給
額
が
小
さ
く
な
っ
て
職
能
育
成
の
刺
激
を
弱
め
、
等
級
数
が
少
な

す
ぎ
る
と
昇
進
の
た
め
の
標
準
所
要
期
問
が
長
く
な
り
す
ぎ
て
職
能
育

成
の
意
欲
を
挫
折
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
設
定
さ
れ
た
職
能
等
級

で
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能
段
階
に
お
げ
る
滞
留
年
数
の

設
定
が
重
要
な
問
題
と
な
る
。
い
ま
、
賃
銀
変
動
を
考
慮
外
に
お
く
と
、

賃
銀
は
「
能
力
主
義
」
管
理
下
に
お
か
れ
、
資
本
に
と
っ
て
の
「
昇
給

の
意
味
の
明
確
化
」
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
労
働
支
出
量
を

直
接
評
価
せ
ず
、
労
働
支
出
量
を
能
力
と
し
て
し
か
評
価
し
な
い
こ
と

で
「
合
理
性
」
を
与
え
ら
れ
た
職
能
給
で
は
、
賃
率
も
労
働
支
出
量
と

の
関
連
を
稀
薄
な
も
の
と
し
て
い
る
。
労
働
の
価
格
の
度
量
単
位
は
、

本
来
的
に
は
労
働
力
の
日
価
値
を
与
え
ら
れ
た
時
問
数
の
労
働
日
で
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
（
一
一
二
）

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
職
能
給
で
は
、
賃
率
が
生
き
た
労
働
の
支
出
量

と
の
関
連
を
無
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
、
そ
れ
を
労
働
者
の
作
業
能
力
に

規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
し
か
も
賃
率
と
は
別
個
に
評
価
さ
れ
格
付

げ
さ
れ
て
遠
ま
わ
り
に
賃
銀
（
額
）
に
か
か
わ
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
は
、
職
能
給
は
、
賃
銀
形
態
と
し
て
き
わ
め
て
搾
取
陰
ベ
イ

的
彩
態
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
職
能
賃
率
は
、
基
礎
賃
率
と
加
算
賃
率
か
ら
な
る
。
基
礎
賃
率
算
定

方
法
と
し
て
は
、
再
生
産
費
方
式
、
生
活
費
方
式
、
市
場
価
格
方
式
、

支
払
能
力
方
式
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　
再
生
産
費
方
式
は
、
　
「
投
下
補
償
の
原
則
」
の
具
体
化
し
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
７
）

し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ぱ
あ
い
、
見
習
職
能
等
級
が
基
礎
職
能

等
級
と
区
別
さ
れ
、
見
習
職
能
等
級
は
本
人
費
の
み
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
職
能
等
級
の
賃
率
算
定
の
基
準
と
し
て
の
本
人
費
が
、
各
職

能
等
級
を
通
じ
て
一
様
に
。
中
学
卒
直
後
の
い
わ
ゆ
る
若
年
独
身
者
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

活
費
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
れ
ぼ
よ
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ぼ
、
見
習
職
能

等
級
か
ら
基
礎
職
能
等
級
へ
の
昇
進
の
時
期
如
何
は
、
賃
銀
体
系
決
定

の
「
技
術
原
則
」
の
「
合
理
性
」
に
と
っ
て
は
、
根
本
的
な
問
題
と
た

る
。
た
ぜ
な
ら
、
再
生
産
費
方
式
は
、
該
当
職
能
と
同
一
の
職
能
を
育

成
す
る
の
に
必
要
な
金
額
を
も
っ
て
賃
率
を
決
定
す
る
の
で
あ
り
、
最



下
位
職
能
の
育
成
費
〔
、
か
本
人
費
と
家
炊
費
か
ら
な
る
と
す
る
以
上
、

そ
こ
で
は
じ
め
て
世
帯
竹
、
狼
と
し
て
「
同
一
労
働
同
一
賃
、
金
の
原
則
」

に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
９
）

　
生
活
搬
方
式
は
、
　
「
支
出
補
倣
の
一
脈
則
」
の
具
体
化
と
い
う
。
す
な

わ
ち
具
体
的
に
は
、
賃
率
の
芹
を
午
令
別
の
涼
準
生
計
費
に
も
し
し
め
る
。

そ
の
生
計
費
の
賃
率
へ
の
適
川
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
年
令
を
標
準
到

迷
年
令
と
す
る
職
能
等
級
の
中
の
最
低
位
の
職
能
等
級
の
賃
率
を
、
そ

の
年
令
の
必
要
生
活
奴
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
っ
ま
る
と
こ
ろ
、

生
活
費
方
式
は
、
生
活
楠
助
手
当
制
度
に
対
比
し
て
「
同
一
労
働
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
）

貨
金
の
一
原
則
」
へ
の
「
挫
近
」
を
示
す
も
の
と
し
っ
っ
、
こ
の
方
式
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
）

み
に
よ
る
全
職
能
等
級
賃
率
の
決
定
は
困
難
だ
と
い
う
。
職
能
賃
率
が
、

閉
按
的
に
し
ろ
労
働
支
山
虻
を
秤
批
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る

当
然
の
帰
結
で
あ
る
。

　
な
お
、
狭
田
氏
に
よ
。
れ
ば
、
世
問
利
場
に
よ
る
賃
率
決
定
方
式
（
１
１

市
場
伽
格
方
式
）
は
、
現
実
の
市
場
条
件
の
も
と
で
は
、
労
働
力
の
市
場

仙
格
が
価
値
と
は
別
個
の
原
則
に
規
定
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
２
）

は
消
極
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
ま
い
。
支
払
能
力
方
式
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

　
さ
て
、
職
能
賃
率
は
、
職
能
給
が
現
実
に
は
範
囲
職
能
給
の
型
を
と

　
　
　
　
　
狭
田
喜
義
「
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
３
）

る
以
上
、
賃
率
の
加
算
問
題
が
起
る
。
こ
の
加
算
賃
卒
で
、
さ
ら
に
、

缶
職
能
等
級
の
最
低
賃
率
（
－
基
礎
賃
率
）
と
蚊
＾
賃
、
率
（
１
１
基
雌
賃
率
十

最
高
加
筑
賃
率
）
の
差
額
（
１
１
最
高
加
算
賃
、
率
）
を
一
定
期
問
に
わ
た
っ
て

分
割
し
、
昇
給
賃
率
、
か
決
定
さ
れ
る
。
昇
給
賃
率
の
決
定
は
、
昇
給
制

皮
の
三
類
型
に
応
じ
て
、
定
期
定
額
昇
給
賃
率
、
定
期
標
准
ヤ
昇
給
賃
率
、

採
準
期
定
額
昇
給
賃
、
率
の
箪
定
方
式
と
し
て
辰
開
さ
れ
る
。

　
昇
給
賃
率
に
格
差
が
設
け
ら
れ
、
人
班
考
課
に
・
、
よ
っ
て
昇
納
徽
が
決

定
さ
れ
る
と
き
、
賃
銚
体
系
の
「
合
理
性
」
が
貫
微
す
る
た
め
に
は
、

蚊
低
昇
給
賃
率
は
、
い
か
な
る
技
術
的
性
格
を
も
つ
べ
き
か
を
、
明
解

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
職
能
給
の
人
箏
考
課
は
、
能
力
評
定
と
勤
務
評
定
か
ら
な
り
、
能
力

評
定
は
職
能
等
級
へ
の
格
付
け
（
－
基
礎
賃
率
の
決
定
）
に
、
勤
碓
評
定

は
同
一
職
能
等
級
内
の
昇
給
額
決
定
に
か
か
わ
る
。
こ
う
し
て
、
職
能

給
で
は
、
勤
務
評
定
と
は
別
個
に
、
独
立
の
評
定
力
式
と
し
て
能
力
評

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
４
）

定
が
必
要
と
な
る
。

　
勤
務
評
定
の
賃
率
化
は
、
最
高
と
最
低
の
昇
給
賃
率
幅
の
中
で
、
評

定
に
応
じ
て
昇
給
賃
率
を
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
昇
給
賃
＊
は
細

分
化
さ
れ
る
が
、
こ
の
賃
率
細
分
化
に
よ
っ
て
、
職
能
給
の
技
術
的
性

格
で
の
「
合
理
性
」
が
な
お
も
貫
徹
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
一
二
　
（
一
　
一
一
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
・
第
一
号
）

も
し
、
こ
の
「
合
理
性
」
が
貫
徹
す
る
と
す
れ
ば
、
現
実
の
考
課
で
、

能
力
評
定
と
勤
務
評
定
を
区
別
す
る
こ
と
が
、
意
味
あ
る
も
の
と
し
て

可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
別
と
し
て
も
、
そ
れ
は
能
力
評
定
、
勤
務
評

定
の
客
観
性
が
保
証
さ
れ
て
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
く
に
、
能
力

評
定
の
「
独
自
の
評
定
」
と
し
て
の
客
観
性
が
重
要
な
間
題
で
あ
る
。

職
能
給
の
「
合
理
性
」
は
、
も
と
も
と
は
職
能
等
級
と
格
付
け
に
よ
っ

て
、
労
働
支
出
量
を
秤
量
し
う
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
労
働
力
価
値
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
た
「
合
理
性
」
と
し
て
み

て
も
、
こ
の
職
能
給
の
技
術
的
「
令
理
性
」
が
、
運
用
過
程
で
ど
う
保

証
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
は
、
中
途
採
用
者
の
評
定
に
お
い

て
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
職
能
賃
率
と
く
に
基
礎
賃
率

が
、
　
「
労
働
力
の
価
格
」
（
１
１
労
働
力
の
市
場
価
格
）
に
ー
規
定
さ
れ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
５
）

れ
ぱ
、
そ
れ
は
横
断
賃
率
で
あ
る
。
横
断
賃
銀
率
の
理
論
に
た
い
す
る

批
判
を
別
と
し
て
も
、
職
能
給
を
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
と

か
か
わ
ら
し
て
論
ず
る
以
上
、
狭
田
氏
は
、
職
能
賃
率
を
複
雑
労
働
の

単
純
労
働
へ
の
遠
元
の
間
題
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
横

　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
）

断
賃
銀
と
の
関
連
に
っ
い
て
、
肯
定
的
で
あ
れ
、
否
定
的
で
あ
れ
明
ら

か
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
、
職
能
賃
率
の
こ
の
よ
う
な
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
一
一
四
）

格
に
お
い
て
、
そ
れ
は
時
問
賃
銀
お
よ
び
出
来
高
賃
銀
と
い
う
二
つ
の

基
本
的
賃
銀
彩
態
に
照
ら
し
て
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ

（
４
７
）

る
。

　
（
３
５
）
　
性
別
は
、
職
能
要
素
構
成
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
し
い
て
云
え
ぱ
、

　
　
　
体
力
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
体
力
も
そ
の
技
術
的
処
理
の
困
難
性

　
　
　
な
ど
の
理
由
で
、
こ
れ
も
職
能
要
素
の
構
成
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る

　
　
　
（
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
八
五
頁
）
。
し
た
が
っ

　
　
　
て
、
補
足
的
賃
銀
彩
態
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
問
趣
と
な

　
　
　
る
◎

　
（
３
６
）
　
職
能
構
造
の
複
雑
性
が
、
　
職
能
の
段
階
化
を
規
定
す
る
の
で
あ
る

　
　
　
が
、
職
能
構
造
の
複
雑
件
を
直
接
的
・
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困

　
　
　
難
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
職
務
評
価

　
　
　
を
援
用
す
る
か
、
職
能
取
得
の
困
難
性
に
よ
っ
て
評
価
す
る
か
の
問
接

　
　
　
約
評
定
し
か
な
い
（
狭
田
喜
義
『
職
能
給
と
人
事
考
課
』
広
島
県
民
生

　
　
　
労
働
部
労
政
課
、
一
九
六
五
年
、
ニ
ハ
ー
七
頁
）
。

　
（
３
７
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
　
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
一
〇
五
頁
、
注

　
　
　
（
１
）
。

　
　
　
　
な
お
、
再
生
産
費
方
式
に
お
い
て
、
当
該
職
能
と
同
一
の
職
能
を
育

　
　
　
成
す
る
に
必
要
な
金
額
で
賃
率
が
決
定
さ
れ
る
が
、
職
能
の
育
成
費
を

　
　
　
職
能
所
有
者
の
育
成
費
と
し
て
は
、
そ
の
育
成
に
必
要
な
金
額
は
、

　
　
　
　
「
杜
会
的
に
必
要
な
す
べ
て
の
育
成
費
を
含
む
」
も
の
と
す
る
。
こ
の

　
　
　
杜
会
的
育
成
費
と
し
て
の
内
容
は
、
本
章
の
原
型
を
た
す
『
職
能
給
と

　
　
　
人
事
考
課
』
第
一
章
第
二
節
の
記
述
よ
り
も
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。

　
（
３
８
）
肺
掲
、
狭
旧
喜
義
「
職
能
給
と
人
事
考
課
』
二
五
頁
。
な
お
、
こ
の



　
　
部
分
の
記
述
は
、
著
譜
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
３
９
）
前
掲
、
狭
旧
再
漉
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
一
〇
八
頁
、
注
（
６
）
。

（
４
０
）
前
掲
、
狭
旧
再
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
六
頁
。
前
掲
、

　
　
『
職
能
給
と
人
事
考
課
』
四
一
頁
で
は
、
　
「
同
一
労
働
ｎ
一
賃
金
の
原

　
　
則
に
準
じ
て
い
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
１
）
前
掲
、
狭
旧
喜
衷
「
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
一
一
●
頁
。

（
４
２
）
　
「
た
だ
市
場
伽
絡
方
式
は
い
わ
ゆ
る
世
閉
並
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま

　
　
た
世
問
柵
場
の
背
景
を
な
し
、
こ
れ
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
こ

　
　
ろ
の
杜
会
的
汰
遅
れ
ま
た
は
伝
統
的
な
矛
府
が
、
職
能
給
の
巾
に
持
ち

　
　
こ
ま
れ
る
こ
と
を
恵
味
す
る
。
ま
た
企
業
の
実
噛
に
即
応
し
た
工
夫
と

　
　
い
う
点
か
ら
し
て
も
、
市
場
価
格
方
式
の
有
効
性
に
は
限
界
が
あ
る
」

　
　
と
い
う
（
前
掲
、
狭
旧
喜
義
『
職
能
給
と
人
事
考
課
』
四
二
頁
）
。

（
４
３
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
一
一
七
頁
。
こ
の
点

　
　
は
、
　
原
著
で
は
、
職
能
の
成
長
が
職
能
賃
率
の
変
化
を
規
定
す
る
と

　
　
し
、
こ
の
点
が
職
務
給
と
違
っ
て
い
る
と
主
張
さ
れ
る
（
前
掲
、
狭
旧

　
　
喜
義
『
職
能
給
と
人
率
考
課
』
四
五
頁
）
。

（
４
４
）
能
力
評
定
と
の
閑
連
に
つ
い
て
は
、
原
著
（
前
掲
、
狭
ｍ
川
喜
蒲
『
職

　
　
能
給
と
人
事
考
課
」
八
五
－
九
二
頁
）
よ
り
も
明
確
と
な
っ
て
い
る

　
　
（
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
一
四
四
頁
）
。

（
４
５
）
　
「
職
務
は
企
業
内
概
念
で
あ
る
か
ら
職
務
分
類
に
お
け
る
等
級
序
列

　
　
（
職
階
）
と
複
雑
卑
純
労
働
と
は
全
然
別
個
の
概
念
で
あ
り
、
し
た
が

　
　
っ
て
ま
た
同
一
職
務
・
同
一
賃
金
は
け
っ
し
て
同
一
労
働
・
同
一
賃
金

　
　
で
は
な
い
」
（
吉
村
励
『
職
務
給
と
横
断
賃
率
』
日
本
評
論
杜
、
　
一
九

　
　
六
五
年
、
一
四
四
－
五
頁
）
と
い
う
主
振
が
あ
る
。
職
能
は
職
務
と
は

　
　
違
う
け
れ
ど
も
、
職
能
の
格
付
げ
と
段
階
区
分
が
職
務
評
価
を
援
川
せ

狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

（
４
６
）

（
４
７
）

ざ
る
を
え
な
い
現
実
か
ら
し
て
も
、
　
「
職
能
の
成
艮
」
に
よ
っ
て
格
付

げ
と
段
階
区
分
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
復
雑
労
働
と
巾
純

労
働
の
一
、
旭
元
の
問
触
を
さ
け
て
、
職
能
の
体
系
を
論
ず
る
こ
と
は
、
で

き
ま
い
。
と
く
に
、
賃
銀
体
系
決
定
の
原
則
と
し
て
、
　
「
胴
一
労
働
同

一
賃
金
の
原
則
」
を
基
本
原
則
と
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
問
雌
を
さ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　
わ
が
因
の
職
務
給
の
「
巨
視
的
に
み
た
賃
金
構
造
上
の
一
大
特
異

点
」
に
つ
い
て
、
副
田
満
輝
氏
は
、
　
「
職
務
紛
が
企
業
内
賃
企
と
し
て

企
世
、
木
外
の
棋
断
賃
金
の
う
え
に
の
っ
か
る
も
の
と
す
れ
ぼ
、
わ
が
旧
に

は
こ
の
土
台
が
欠
け
て
い
る
。
欠
け
て
い
る
ま
ま
、
こ
の
土
台
ぬ
き
に

い
き
な
り
上
部
構
造
と
し
て
の
職
務
給
が
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
副
田
潜
輝
『
職
務
給
研
究
』
未
来

杜
、
一
九
六
九
年
、
二
五
一
頁
）
。
職
能
給
に
つ
い
て
も
同
じ
問
題
が

あ
る
。
そ
れ
は
低
い
賃
銀
水
準
の
も
と
で
の
職
能
給
の
「
合
理
性
」
と

は
何
か
、
と
い
う
問
趣
と
し
て
正
し
く
提
起
さ
れ
る
べ
き
間
魍
で
あ

る
。　
職
務
給
に
つ
い
て
、
時
問
賃
銀
と
し
て
職
務
給
を
把
握
す
る
理
解

（
前
掲
、
副
田
満
輝
『
職
務
給
研
究
』
三
四
－
五
頁
）
は
董
要
た
恵
昧

を
も
つ
。

３

職
能
給
と
年
功
貰
銀

　
と
こ
ろ
で
、
賃
銀
体
系
な
い
し
賃
銀
形
態
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
８
）

在
来
の
賃
銀
側
度
の
矛
盾
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
と
い
う
。

一
五
　
（
一
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
巻
、
・
第
一
号
）

　
そ
こ
で
、
狭
田
氏
は
、
ま
ず
、
在
来
の
賃
銀
彩
態
の
基
準
の
整
理
を

必
要
と
し
、
そ
の
整
理
に
お
い
て
、
総
合
給
か
ら
の
離
脱
と
身
分
制
的

要
素
か
ら
の
離
脱
を
問
題
と
さ
れ
る
。
総
合
給
か
ら
の
離
脱
は
、
総
合

給
を
構
成
す
る
賃
銀
決
定
の
要
素
な
い
し
基
準
、
す
な
わ
ち
賃
銀
指
標

に
も
と
づ
く
整
理
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
賃
銀
体
系
の
変
更
が
、

「
労
使
問
の
関
係
労
働
者
相
互
問
の
関
係
、
労
働
と
仕
事
の
関
係
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
９
）

ら
に
は
労
働
者
の
生
活
関
係
の
変
更
を
要
求
す
る
」
も
の
で
あ
る
以
上
、

賃
銀
体
系
の
変
更
が
混
乱
を
ま
き
お
こ
す
こ
と
は
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
こ

の
混
乱
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
既
存
の
賃
銀
体
系
を
構
成
す

る
各
種
の
賃
銀
形
態
の
性
格
を
理
解
し
、
そ
の
性
格
に
応
じ
た
準
備
の

必
要
な
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
年
功
給
か
ら
職
能
給
へ
の
移

行
に
当
っ
て
は
、
金
額
的
に
補
足
的
で
あ
り
、
支
払
い
の
趣
旨
か
ら
も

職
能
給
化
が
納
得
さ
れ
や
す
い
と
い
う
理
由
で
、
ま
ず
、
賞
与
の
職
能

給
化
が
問
題
に
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
能
率
給
の
職
能
給
化
が
適
当
と
さ

れ
る
。
能
率
給
は
、
　
「
実
力
主
銭
」
の
賃
銀
形
態
で
あ
り
、
本
来
的
に

は
仕
事
給
で
あ
る
か
ら
、
職
能
給
へ
の
無
理
た
転
換
は
不
要
で
あ
る
が
、

現
行
の
能
率
給
で
、
年
功
制
に
由
来
す
る
個
人
能
率
給
の
出
来
高
単
価

や
集
団
能
率
給
の
個
人
配
分
率
が
と
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
是
正

が
必
要
と
な
る
と
い
う
。
賃
銀
体
系
の
「
近
代
化
」
に
と
っ
て
、
身
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ニ
ハ
（
一
ニ
ハ
）

制
や
年
功
的
要
素
の
排
除
が
、
職
能
給
化
過
程
と
し
て
旦
一
体
化
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
第
二
段
階
と
し
て
、
精
皆
勤
手
当
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　
現
行
賃
銀
体
系
の
変
更
（
“
職
能
給
化
）
に
あ
た
っ
て
は
、
在
来
の
年

功
制
度
と
の
調
搾
を
ど
の
よ
う
に
行
な
う
か
が
中
心
的
課
題
と
た
る
。

こ
の
ぼ
あ
い
、
年
功
糊
度
と
の
調
整
機
能
は
、
一
つ
に
は
昇
給
に
求
め

　
　
　
　
　
（
５
０
）

る
考
え
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
運
用
に
１
あ
た
っ
て
は
、
職
能
給
が
現
実
へ

の
「
適
合
性
」
を
強
く
も
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
逆
に
、
年
功
化
や
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
）

歴
指
標
へ
の
後
退
の
危
倶
を
も
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
職
能
給

の
現
実
へ
の
「
適
合
性
」
は
、
狭
田
氏
に
と
っ
て
、
職
能
給
の
技
術
的

性
格
の
「
合
理
性
」
と
い
う
賃
銀
体
系
論
の
現
実
的
た
よ
り
ど
こ
ろ
を

弱
め
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
技
術
的
性
格
の
　
「
合
理

性
」
な
る
も
の
が
、
も
と
も
と
そ
れ
自
体
と
し
て
は
き
わ
め
て
蒲
弱
な

根
拠
し
か
も
た
た
か
っ
た
こ
と
を
し
め
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
狭
田
氏
は
、
現
行
賃
銀
体
系
の
変
更
に
お
い
て
、
能
力
条
件
給
、
身

分
条
件
給
、
生
活
条
件
給
の
整
理
と
統
合
を
必
要
と
し
て
、
そ
の
具
体

的
方
法
を
指
示
さ
れ
る
。

　
能
力
条
件
給
の
整
理
・
統
合
で
は
、
作
業
手
当
、
条
件
手
当
は
職
能

給
化
が
完
成
し
て
も
独
白
の
手
当
（
ｏ
職
能
給
の
補
足
体
系
）
と
し
て
残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
２
）

存
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
資
格
手
当
、
責
任
手
当
の
処
理
を
重
視
す
る
。



と
く
に
。
、
資
格
手
当
は
、
学
雁
手
当
や
学
雁
別
の
昇
給
制
度
の
職
能
給

化
に
１
と
っ
て
重
要
た
位
附
を
し
め
る
が
、
こ
れ
ら
年
功
制
度
の
質
格
手

当
へ
の
統
合
に
１
よ
っ
て
、
年
功
的
・
身
分
的
性
格
を
脱
皮
し
う
る
か
ど

う
か
。
そ
こ
で
流
格
の
格
付
け
の
基
準
が
間
題
に
。
た
る
。
こ
の
基
準
が

学
歴
で
あ
れ
ば
、
資
格
手
当
は
身
分
制
的
学
歴
給
と
な
る
し
、
学
歴
の

有
無
を
間
わ
ず
、
そ
れ
に
相
当
す
る
実
力
の
所
有
を
条
件
と
す
れ
ぱ
、

そ
れ
は
本
来
的
に
職
能
給
の
性
格
を
お
び
る
。
つ
い
で
、
急
激
な
変
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
３
）

を
さ
げ
る
た
め
の
段
蹄
的
処
理
の
具
体
的
方
法
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
身
分
条
件
給
に
つ
い
て
は
、
勤
続
給
の
経
験
給
へ
の
移
行
が
改
袴
の

　
　
　
　
　
　
　
（
５
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

第
一
歩
だ
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
経
験
給
白
体
が
年
功
的
性
格
を
弦
く

残
存
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
し
、
勤
続
給
の
経
険
給
へ
の
移
行
が
、
同
一

資
格
内
で
の
貨
銀
側
庇
上
の
矛
盾
の
克
服
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
賃
保

側
度
に
。
お
け
る
他
の
身
分
伽
的
矛
府
の
克
服
を
も
要
請
せ
ず
に
。
は
お
か

な
く
な
る
。
し
か
し
、
賃
狼
側
度
の
身
分
側
的
矛
盾
の
克
服
は
、
仕
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
５
）

給
の
確
立
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
と
い
う
。
す
た
わ
ち
、
そ
こ
に
。
お
い

て
賃
銀
体
系
の
技
術
的
性
杵
の
「
介
理
性
」
貫
徹
が
十
工
張
さ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
の
「
合
理
性
」
の
貫
徹
は
、
賃
率
決
定
に
わ
け
る
「
〈
、
理

性
」
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
賃
銀
体
系
の
技
術
的
性
杵
の

　
「
合
理
性
」
が
、
賃
率
、
ひ
い
て
は
賃
狼
水
卒
の
「
同
一
労
働
阿
一
賃

　
　
　
　
狭
旧
喜
義
『
職
能
給
の
理
沽
と
方
法
』
　
（
三
好
）

金
の
原
則
」
へ
の
回
帰
を
白
力
で
進
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
以
上
、
こ

の
「
合
距
性
」
が
貫
徹
す
る
こ
と
は
本
来
的
に
あ
り
、
、
ん
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
賃
銀
体
系
の
職
能
給
化
の
過
程
と
し
て
は
、
職
雅
変
火
、

再
配
置
の
問
趣
が
お
こ
り
、
そ
れ
に
。
関
連
し
て
、
在
来
の
支
給
側
の
減

額
が
お
こ
る
。
し
か
し
、
こ
の
支
給
額
の
減
額
は
、
移
行
過
程
の
過
渡

的
処
置
の
も
と
で
は
現
実
的
に
は
い
っ
そ
う
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
現
実
に
、
こ
そ
、
賃
銀
体
系
と
賃
銀
狐
資
と
の
閑
連
が
明
ら
か
に
、
し

め
さ
れ
て
い
る
。

　
生
活
条
件
給
の
確
理
、
統
合
に
お
い
て
は
、
生
活
条
件
給
の
性
杵
に

相
応
じ
た
指
標
は
年
令
で
あ
る
の
で
、
生
活
条
件
給
は
年
令
給
に
統
八
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
６
）

す
る
の
が
本
筋
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
ぼ
あ
い
、
家
族
手
当
は
、
年
令

給
に
統
合
す
る
か
、
ま
た
は
家
族
手
当
に
依
拠
し
て
新
し
く
年
令
子
当

を
新
設
す
る
か
で
あ
る
が
、
既
存
の
家
族
手
当
を
ど
う
解
消
す
る
か
が
、

そ
こ
で
の
問
煙
と
た
る
。
そ
し
て
、
こ
の
既
存
の
家
族
手
当
郷
消
の
方

法
が
旦
一
体
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
っ
ぎ
に
、
住
宅
手
当
の
赦
止
班
．
統

合
が
問
題
に
。
さ
れ
る
が
、
種
々
た
某
準
で
支
給
さ
れ
て
い
る
伍
宅
手
当

は
、
そ
の
支
払
い
某
準
の
内
容
に
し
た
が
っ
て
整
理
．
統
合
さ
れ
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
７
）

き
だ
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
物
価
手
当
、
通
勤
手
当
の
格
州
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
（
一
一
七
）
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統
合
が
具
体
的
に
論
じ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
職
能
給
へ
の
移
行
過
程
は
、
総
合
給
か
。
ら
離
脱
し
、
賃

銀
算
定
の
基
準
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
第
一
段
階
と
し
、
基
準
の
明
確

に
な
っ
た
各
種
の
賃
銀
形
態
を
整
理
・
統
合
し
、
筒
素
化
す
る
こ
と
が

第
二
段
階
を
な
す
。
こ
れ
ら
の
段
階
を
経
た
上
で
職
能
給
化
を
進
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
８
）

漸
進
的
移
行
が
望
ま
し
い
と
主
張
さ
れ
る
。
そ
の
ぼ
あ
い
、
特
に
巾
小

　
　
　
（
５
９
）

企
業
で
の
、
職
能
給
へ
の
早
急
な
移
行
の
要
訪
に
応
え
る
方
法
と
し
て
、

簡
略
法
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
職
能
給
へ
の
移
行
は
、
職
能
等
級
表
、
職
能
賃
率
夫
、
職
務
年
数
計

算
表
お
よ
び
人
事
考
課
制
度
の
作
成
と
確
立
を
必
要
と
す
る
。
現
行
貨

銀
体
系
の
二
段
階
の
整
備
を
経
ず
に
職
能
給
へ
移
行
を
な
そ
う
と
す
る

ば
あ
い
に
は
、
職
能
賃
率
表
は
二
本
建
て
方
式
の
複
合
し
た
形
と
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
０
）

職
能
給
の
計
算
は
複
雑
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
。
っ
い
で
職
能
等

級
表
作
成
の
具
体
的
方
法
が
、
同
一
知
識
段
階
の
職
能
と
異
た
る
知
識

段
階
の
職
能
に
つ
い
て
展
開
さ
れ
る
。
す
た
わ
ち
、
中
学
卒
と
高
校
卒

の
職
能
の
別
個
の
等
級
編
成
が
行
な
わ
れ
、
つ
い
で
、
中
学
卒
、
高
校

卒
の
各
職
能
等
級
を
同
一
の
基
準
に
も
と
づ
い
て
統
一
す
る
方
法
が
展

開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
異
た
る
知
識
段
階
の
職
能
等
級
の
統
一
に

よ
っ
て
、
賃
銀
の
上
昇
線
の
中
学
卒
と
高
校
卒
の
二
本
建
て
に
よ
る
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
（
一
一
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
１
）

来
の
学
歴
偏
重
を
排
除
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
異
な
る
知
識

段
階
の
職
能
等
級
の
統
一
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
は
、
同
一
知
識
段
陪

の
処
遇
の
範
囲
に
一
定
の
制
隈
を
あ
た
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
問

題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
、
技
能
の
成
長
に
待
遇
上
の
道
を
開

き
な
が
ら
、
他
方
で
、
そ
の
優
遇
の
道
を
一
段
上
位
の
教
育
段
階
の
範

囲
に
と
ど
め
、
閉
す
こ
と
に
っ
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
に
簡
略
法
の
限
界

が
露
呈
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
職
能
賃
率
の
決
定
は
、
既
存
の
魚
銀
体
系
に
お
け
る
賃
銀
源
資
の
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
２
）

囲
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
。
賃
銀
体
系
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
一
般

に
、
年
数
を
指
標
に
す
る
賃
銀
形
態
は
、
直
ち
に
職
能
給
に
移
行
さ
せ

づ
る
と
し
、
そ
う
で
な
い
賃
銀
形
態
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
格
に
応
じ

て
、
職
能
給
に
発
展
的
に
解
消
し
う
る
も
の
と
、
職
能
給
の
補
足
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
３
）

と
し
て
残
存
さ
せ
る
べ
き
も
の
と
を
区
別
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
術
略
法
に
お
け
る
職
能
賃
率
は
、
理
賃
銀
体
系
の
缶
賃
、

銀
形
態
の
性
格
に
応
じ
た
第
一
種
、
第
二
種
基
礎
賃
率
と
し
て
規
定
さ

れ
た
個
々
の
賃
率
を
そ
れ
ぞ
れ
合
計
し
、
職
能
給
を
構
成
す
る
各
職
能

等
級
の
第
一
種
基
礎
貧
率
お
よ
び
第
二
種
基
礎
貨
率
を
作
成
し
、
さ
ら

に
、
各
職
能
等
級
の
同
一
標
準
年
数
に
お
け
る
昇
給
賃
率
と
し
て
規
定

さ
れ
た
個
々
の
賃
率
を
合
計
し
て
各
職
能
等
級
の
昇
給
賃
率
を
作
成
す



（
６
４
）

る
。
こ
の
三
本
延
て
職
能
賃
率
方
式
は
複
雑
で
あ
り
、
賃
銀
計
算
を
簡

革
に
す
る
た
め
に
、
塘
一
種
基
礎
賃
率
と
第
二
種
某
礎
賃
率
を
統
一
し
、

一
木
化
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
筒
略
法
そ
の

も
の
が
、
塊
実
の
賃
銀
体
系
と
妥
協
し
て
、
職
能
紛
の
技
術
的
性
格
を

貰
徹
し
え
た
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
く
る
賃
銀
計
算
ー
に
お
け
る
複
雑
さ

は
、
そ
の
計
算
の
簡
素
化
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
塊
火
の
賃
銚
体
系
と
の

妥
協
と
職
能
給
の
技
術
的
性
格
の
「
合
理
性
」
と
の
”
の
矛
盾
を
蜂
呈
、

さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
矛
后
こ
そ
が
、
結
局
は
、
貨

扱
体
系
変
更
の
具
体
的
過
租
で
の
貨
銀
源
資
の
珊
大
を
呼
び
お
こ
す
し
、

こ
の
源
資
の
増
大
こ
そ
が
、
賃
銀
体
系
の
技
術
的
性
絡
の
「
合
理
性
」

が
賃
、
鉄
水
準
を
抜
き
に
Ｌ
て
は
貫
微
１
し
え
た
い
こ
と
を
小
実
で
も
っ
て

証
閉
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
賃
、
銀
体
系
ひ
い
て
は
貨
銀
形
態
が
、

こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
賃
銀
水
準
に
か
か
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

ら
が
、
賃
銀
が
本
来
的
に
剰
余
仙
他
法
則
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

し
め
し
て
い
る
証
サ
で
も
あ
る
。

　
な
お
、
賃
率
の
改
訂
は
、
そ
れ
に
付
随
し
て
、
職
能
給
を
構
成
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
５
）

各
種
の
賃
率
改
訂
を
必
要
と
す
る
。
狭
田
氏
で
は
、
き
わ
め
て
具
体
的

に
改
訂
の
方
法
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。

　
班
付
賃
、
銀
体
系
の
こ
の
よ
う
な
職
能
給
化
の
具
体
的
過
程
は
、
個
々

　
　
　
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

の
労
働
者
の
賃
銀
額
の
公
史
を
ひ
き
お
こ
す
。
　
一
っ
は
、
在
来
の
賃
銀

形
態
に
お
い
て
す
で
に
職
能
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
も
の
で
、
職
能
給

化
の
巡
渡
的
過
程
に
，
付
随
し
た
賃
、
銀
額
の
変
吏
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、

牛
活
給
的
性
格
の
賃
、
狼
形
態
の
職
能
給
化
に
も
と
づ
く
賃
、
銀
額
変
更
で

あ
る
。
と
く
に
、
生
沽
締
形
態
の
職
、
能
給
化
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
者

の
実
」
際
生
活
へ
の
形
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
一
定
の
排
置
を
必
婁
と

す
る
。
そ
の
た
め
の
□
パ
体
的
方
法
と
柑
置
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
推
雌
が
必
要
と
な
る
の
も
、
職
能
給
化
の
簡
単
法
が
、
在
米

の
賃
、
銀
源
貴
を
職
能
給
の
技
術
的
性
格
に
そ
っ
て
再
配
分
す
る
こ
と
を

芯
凶
す
る
も
の
で
し
か
な
く
、
そ
の
具
体
化
過
程
で
労
資
の
対
立
を
さ

け
よ
う
と
す
れ
ぼ
、
賃
、
銀
体
系
の
変
更
に
と
も
た
う
源
資
の
増
大
を
は

か
る
か
、
移
行
過
程
を
殴
階
的
・
漸
進
的
と
す
る
し
か
な
い
の
も
当
然

で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
移
行
過
程
で
の
措
置
・
配
慮
に
こ
そ
、
賃
銀

体
系
の
技
術
的
性
格
に
お
け
る
「
〈
〕
理
性
」
の
限
界
が
示
さ
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　
　
「
高
能
率
高
賃
金
」
を
基
本
と
す
る
貨
銀
体
系
の
変
更
は
、
況
乱
と

抵
抗
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
年
功
給

な
い
し
は
生
活
給
の
も
と
で
で
き
上
っ
て
い
る
職
場
の
協
調
的
な
体
制

を
で
き
る
だ
け
生
産
能
率
や
業
絞
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
な
し
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
一
一
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
一
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・
第
一
号
）

職
能
給
を
中
心
と
す
る
新
し
い
協
調
体
制
に
漸
次
的
に
移
行
さ
せ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
６
）

と
を
考
え
な
け
れ
ぼ
た
ら
な
い
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
基
準
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
７
）

個
人
の
格
付
け
、
賃
率
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。

（
４
８
）
　
な
お
、
年
功
賃
銀
制
度
の
矛
豚
が
、
　
「
労
働
費
用
」
の
高
騰
の
中
で

　
　
閉
拠
に
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
、
　
「
能
力
主
義
」
賃
銀
化
の
必
要
性
が
生
ず

　
　
る
と
し
、
そ
の
「
能
力
主
義
」
賞
銀
の
実
現
に
と
っ
て
、
年
功
賃
銀
制

　
　
度
が
削
害
要
囚
と
た
る
と
し
て
、
全
面
的
に
否
定
す
る
考
え
が
あ
る

　
　
（
西
宙
輝
明
『
生
産
性
を
あ
げ
る
実
力
主
義
賃
金
１
こ
れ
か
ら
の
職

　
　
能
資
格
給
の
あ
り
方
１
』
日
本
法
令
様
式
販
売
所
、
一
九
七
一
年
、

　
　
二
一
頁
）
。

（
４
９
）
　
前
掲
、
狭
田
喜
議
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
一
八
五
頁
。

（
５
０
）
　
工
縢
信
男
『
賃
金
管
理
と
昇
給
制
度
１
そ
の
理
論
と
実
際
』
東
洋

　
　
経
済
新
報
杜
、
一
九
五
八
年
、
ニ
ハ
四
頁
。

（
５
１
）
　
舳
掲
、
日
本
経
営
者
岬
体
速
明
皿
『
日
本
に
お
げ
る
職
務
評
価
と
職
務

　
　
給
」
四
四
七
頁
。

（
５
２
）
　
前
掲
、
狭
田
喜
銭
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
一
九
六
頁
。

（
５
３
）
　
汕
掲
、
狭
旧
喜
義
『
職
能
総
の
理
論
と
方
法
』
一
九
八
頁
。

（
５
４
）
　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
〇
一
頁
。

（
５
５
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
〇
五
頁
。

（
５
６
）
　
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
〇
六
頁
。

（
５
７
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
二
一
頁
。

（
５
８
）
前
掲
、
狭
円
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
」
二
一
八
頁
。
な
お
、

　
　
箪
六
章
の
原
型
を
た
す
旧
稿
（
狭
田
喜
義
『
職
能
給
作
成
の
実
際
的
方

二
〇
　
（
一
二
〇
）

　
　
法
』
広
島
南
工
会
議
所
、
一
九
六
七
年
）
二
－
三
頁
。

（
５
９
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
作
成
の
実
際
的
方
法
』
四
頁
。
た
お
、

　
　
著
書
で
は
、
職
能
給
へ
の
早
急
た
移
行
が
中
ハ
企
業
の
現
実
の
願
い
で

　
　
あ
る
と
い
う
指
摘
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

（
６
０
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
二
一
頁
。

（
６
１
）
前
掲
、
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
二
七
頁
。

（
６
２
）
　
前
掲
、
狭
旧
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二
三
〇
頁
。

（
６
３
）
前
掲
、
狭
旧
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
；
二
〇
１
一
頁
。

（
６
４
）
職
能
給
へ
の
移
行
過
程
で
、
範
囲
職
能
給
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い

　
　
実
惟
の
も
と
で
は
、
加
算
賃
率
を
廃
止
し
え
な
い
か
ぎ
り
、
そ
こ
で
の

　
　
二
重
払
を
さ
げ
よ
う
と
す
れ
ぼ
、
基
準
賃
率
は
二
種
類
に
分
類
せ
ざ
る

　
　
を
え
な
い
と
い
う
（
前
掲
、
狭
旧
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
二

　
　
五
〇
頁
）
。

（
６
５
）
外
給
賃
率
の
変
更
に
さ
い
し
て
は
、
賃
率
の
バ
ラ
ソ
ス
を
維
持
す
る

　
　
た
め
に
、
過
去
に
さ
か
の
凄
っ
て
適
用
す
べ
き
と
さ
れ
る
（
前
掲
、
狭

　
　
旧
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
」
二
五
二
頁
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て

　
　
は
、
旧
稿
に
は
記
述
が
な
い
。

（
６
６
）
前
掲
、
狭
旧
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
」
二
六
〇
頁
。

（
６
７
）
他
杜
経
駄
の
換
算
、
新
旧
個
人
別
賃
銀
額
の
洲
整
に
つ
い
て
は
、
旧

　
　
稿
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。



三

企
業
内
労
務
政
策
と
職
能
給

　
　
　
　
　
生
産
性
基
準
原
理
と
職
能
給

狭
田
氏
に
。
お
け
る
理
論
構
成
に
そ
い
つ
つ
、
紹
介
と
検
討
と
を
行
な

っ
て
来
た
が
、
今
日
間
題
と
な
っ
て
い
る
賃
銀
体
系
「
合
理
化
」
（
ｕ

「
基
本
給
合
理
化
」
）
の
具
体
的
過
程
と
の
関
連
に
お
い
て
は
、
主
要
に
は
、

二
つ
の
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
賃
銀
水
準
、
賃
銀
形
態
、

賃
率
を
規
定
す
る
基
準
と
さ
れ
る
生
産
性
基
準
原
理
に
つ
い
て
の
検
討

で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
賃
銀
決
定
に
お
け
る
労
資
の
力
関
係
と
か
か

わ
っ
て
の
、
職
能
給
化
過
程
の
問
題
（
１
１
職
能
給
化
の
必
然
性
）
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
課
題
こ
そ
ぱ
、
狭
田
氏
の
論
理
構
成
の
中
で
は
、
む
し
ろ

積
極
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
課
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
の
う
ち
、
第
一
の
課
題
に
つ
い
て
、

狭
田
氏
の
理
論
と
か
か
わ
ら
せ
つ
つ
、
若
干
の
間
題
を
明
ら
か
に
し
て

お
こ
う
。

　
日
経
連
は
、
賃
銀
決
定
に
お
げ
る
原
則
性
の
確
立
を
主
張
し
、
　
「
七

〇
年
代
の
合
理
的
方
式
」
と
Ｌ
て
、
生
産
性
基
準
原
理
（
巾
、
。
｛
旨
。
奪
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
８
）

勺
ま
Ｏ
宣
Ｏ
）
の
確
立
を
提
唱
し
て
い
る
。
生
産
性
基
準
原
理
の
提
唱
は
、

「
物
価
安
定
」
と
「
経
済
成
長
」
の
両
立
を
達
成
す
る
た
め
の
、
賃
銀

　
　
　
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』
　
（
三
好
）

政
策
の
基
本
方
向
を
示
し
た
も
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
産
業
．
企
業
へ

の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
具
体
化
の
方
式
を
必
要
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
業
種
別
生
産
性
基
準
の
適
用
に
よ
る
「
合
理
的
」
な
業
種
別
賃

銀
格
差
、
企
業
問
、
業
種
閉
格
差
の
付
加
給
付
に
よ
る
調
整
の
問
題
が

そ
れ
で
あ
る
。

　
生
産
性
基
準
原
理
に
よ
る
賃
銀
決
定
は
、
業
種
別
付
加
価
償
生
産
性

の
上
昇
率
を
目
安
と
し
た
春
闘
で
の
産
業
別
賃
銀
回
答
基
準
に
よ
る

「
業
界
の
結
束
」
を
う
な
が
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
賃
銀
交
渉
の
単
位

と
し
て
は
企
業
の
白
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
で
労
働
者
の
産
業
別
結
集

を
阻
止
す
る
意
図
を
明
白
げ
」
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
産
性
基
準
原
理
の

適
用
は
、
　
「
高
効
率
経
営
」
（
１
１
「
能
力
主
義
」
の
採
用
）
と
賃
銀
体
系
の

「
総
合
的
再
編
成
」
を
翰
と
し
て
具
体
化
が
は
か
ら
れ
る
。
　
「
高
効
率

経
営
」
は
、
賃
銀
体
系
の
「
合
理
化
」
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
　
「
少
数

精
鋭
型
」
経
営
の
労
働
編
成
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
労
働
編
成
で
は
、

現
業
都
門
は
基
幹
工
を
軸
に
バ
ー
ト
・
タ
イ
マ
ー
や
杜
外
工
で
構
成
さ

れ
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
リ
ゼ
ィ
シ
ヨ
ソ
が
推
進
さ
れ
る
も
と
で
、
目
標
管

理
、
Ｚ
Ｄ
連
動
、
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
活
動
の
ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
．
チ

ー
ム
・
タ
ス
ク
．
フ
ォ
ー
ス
な
ど
の
諸
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て
、
労
働

の
実
質
的
包
摂
が
全
而
的
・
体
系
的
に
進
行
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
（
二
一
一
）
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て
、
こ
の
よ
う
な
「
高
効
率
経
営
」
は
、
そ
れ
に
。
対
応
し
た
賃
銀
体
系

の
成
立
を
要
請
す
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
高
効
率
経
営
」
の
も
と
で
の

「
職
務
対
応
の
賃
金
」
原
則
の
貫
徹
の
要
請
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
基

本
給
に
つ
い
て
、
職
務
・
職
能
給
体
系
の
導
入
が
間
題
と
な
る
。

　
「
実
力
主
義
賃
金
」
へ
の
移
行
は
、
管
理
職
・
専
門
職
か
ら
優
先
さ

れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
比
較
的
精
綴
た
職
務
給
・
職
能

給
体
系
が
要
請
さ
れ
る
。
そ
の
他
方
で
、
流
動
性
の
高
い
バ
ー
ト
・
タ

イ
マ
ー
、
季
節
工
な
ど
の
階
層
で
は
、
簡
単
で
弾
力
性
に
富
ん
だ
職
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
９
）

給
な
い
し
職
種
別
職
能
給
が
間
題
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
高
効
率

経
営
」
の
軸
と
し
て
の
「
少
数
精
鋭
型
」
経
営
の
労
働
編
成
で
、
　
「
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
０
）

層
に
応
じ
た
賃
金
体
系
」
が
主
張
さ
れ
、
基
幹
工
に
お
げ
る
職
務
給
、

職
能
給
体
系
の
導
入
に
お
い
て
、
と
く
に
、
初
任
給
問
題
と
賃
銀
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
１
）

の
調
整
機
能
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
。

　
逼
迫
し
た
労
働
市
場
の
も
と
で
、
初
任
給
の
上
昇
が
他
の
労
働
者
の

賃
銀
に
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
賃
銀
体
系
の
動
揺
（
１
１
賃
銀
配
分
の
「
不

適
正
化
」
）
が
お
こ
る
が
、
初
任
給
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
動
揺
か
ら
職

務
給
、
職
能
給
の
賃
銀
形
態
を
保
持
す
る
こ
と
の
間
題
に
ほ
か
た
ら
な

い
。
ま
た
、
賃
銀
体
系
の
調
整
機
能
の
間
題
は
、
わ
が
国
で
欠
如
し
て

い
る
レ
イ
．
オ
フ
制
に
か
わ
っ
て
、
景
気
の
動
向
に
た
い
す
る
弾
力
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
一
二
二
）

を
人
件
費
に
も
た
せ
る
た
め
の
「
変
動
制
賃
銀
」
導
入
の
問
題
で
あ
る
、

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
内
容
に
お
い
て
貫
徹
す
る
生
産
性
基
準
原

理
に
規
定
さ
れ
た
賃
銀
で
は
、
一
見
そ
れ
は
価
値
法
則
の
停
止
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
狭
田
氏
の
い
わ
れ
る
「
修
正
原

則
」
に
た
い
し
て
の
「
技
術
原
則
」
の
「
合
理
性
」
が
主
張
し
う
る
が
、

労
働
力
商
品
の
実
質
的
な
不
等
価
交
換
を
と
お
し
て
、
価
値
法
則
が
貫

徹
（
１
１
剰
余
価
値
法
則
）
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
そ
こ
で
間
題
た
の
は
価
値
以
下
か
価
値
ど
お
り
か
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
労
働
者
の
貧
困
化
が
価
値
法
則
の
貫
徹
を
否
定
す
る
も
の
で

は
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
み
て
く
る
と
、
狭
田
氏
の
い
わ
れ

る
「
修
正
原
則
」
こ
そ
、
現
実
の
価
値
法
則
貫
徹
移
態
（
１
１
剰
余
価
値
法

則
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
）
に
ほ
か
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
う
し

て
狭
田
氏
は
、
む
し
ろ
「
修
正
原
則
」
を
こ
そ
中
心
に
解
明
し
、
生
産

性
基
準
原
理
に
た
い
し
真
正
面
か
ら
取
り
く
ま
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

っ
た
ろ
う
。

　
ま
た
、
生
産
性
基
準
原
理
が
、
こ
の
よ
う
な
全
面
的
か
つ
体
系
的
原

理
で
あ
る
以
上
、
そ
の
批
判
も
ま
た
全
面
的
か
っ
体
系
的
な
も
の
と
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
ま
ず
、
批
判
に
あ
た
っ
て
の
第
一
の
論
点
は
、
生
産
性
基
準
原
理
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〃
）

前
捉
を
な
す
と
こ
ろ
の
牛
産
性
、
賃
銀
、
物
価
の
某
本
的
閑
係
に
つ
い

て
、
つ
い
で
第
二
の
論
点
は
、
　
「
能
力
主
表
」
管
理
に
よ
る
労
働
支
出

の
増
加
と
、
そ
れ
が
労
働
強
度
と
し
て
は
杜
会
的
に
水
準
化
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
、
第
三
の
論
点
は
、
こ
の
水
準
化
さ
れ
た
労
働
強
度
が
、
職

務
、
職
能
に
も
と
づ
く
賃
率
と
は
直
接
に
は
無
閥
係
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。　

そ
こ
で
ま
た
、
生
産
性
基
準
原
理
が
問
題
に
、
な
っ
て
い
る
と
い
う
班

実
か
ら
す
れ
ば
、
狭
田
氏
の
賃
銀
体
系
論
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
諸
点
に
わ

た
っ
て
深
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
～
一
，
賃
金
体
系
決

定
の
原
則
」
は
、
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
」
を
価
値
法
則
と
し

て
で
な
ノ
＼
現
実
の
資
本
主
義
の
も
と
で
の
そ
の
冊
貝
徹
形
態
に
。
お
け
る

基
本
的
性
格
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
吻
職
能
給
一
」
お
け
る
職

能
と
賃
銀
と
の
均
衡
し
た
関
係
が
、
労
働
支
出
最
を
抜
き
に
し
て
等
価

の
関
係
た
り
う
る
か
ど
う
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
側
さ
ら
ノ

に
、
年
功
賃
銀
矧
度
を
否
定
す
る
に
し
て
も
、
そ
．
し
て
職
務
給
、
職
能

給
制
度
へ
の
移
行
と
い
う
た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
銀
制
度
の
も
と

で
の
賃
銀
水
準
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
ム
、
れ
に
よ

っ
て
、
年
功
賃
銀
制
度
か
ら
職
務
給
、
職
能
給
制
度
へ
の
移
行
を
、
そ

の
杜
会
的
意
味
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ

　
　
　
　
狭
旧
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
」
　
（
三
好
）

て
、
二
の
よ
う
な
賃
銀
形
悠
の
祉
会
的
息
味
を
抜
き
に
し
て
は
、
と
く

に
筒
略
法
の
科
学
的
性
格
規
定
は
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
職
能
給
が
、
生
産
性
基
準
原
理
に
。
も
と
づ
い
て
導
入
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
現
実
か
ら
す
れ
ぼ
、
職
能
給
の
理
論
的
解
明
に
お
い
て
は
、
以

上
の
論
点
は
今
日
で
は
と
く
に
。
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
論
点
を
、
狭
田
氏
が
そ
の
理
論
構
成
か
ら
は
ず

Ｌ
た
と
こ
ろ
に
、
む
し
ろ
今
目
の
い
わ
ゆ
る
「
賃
銀
体
系
諭
」
の
一
定

の
限
界
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
狭
田
氏
は
、
こ
の
限
界
を
「
技
術
的
原

則
」
を
樹
立
す
る
こ
と
で
こ
え
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
意
図
は
必
ら
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
そ
の
意

図
が
成
功
し
な
か
っ
た
原
因
は
、
狭
田
氏
の
賃
銀
論
そ
の
も
の
に
あ
る

と
い
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。

　
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
職
能
給
に
関
し
て
、
そ
の
理
論
化
を
賃
銀
体

系
論
と
。
し
て
秩
極
的
か
つ
具
体
的
に
展
開
さ
れ
た
著
作
と
し
て
は
、
恐

ら
く
唯
一
、
は
じ
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
先
駆
的
な

労
作
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
も
と
も
と
、
賃
銀
論
に
お
い
て
、

賃
銀
体
系
論
が
あ
た
か
も
別
個
の
領
域
で
成
立
す
る
か
の
如
く
あ
一
、
二
一

と
自
体
が
賃
銀
論
の
弱
点
を
な
し
て
い
る
し
、
今
後
、
賃
銀
体
系
論
に

つ
い
て
積
極
的
な
理
論
化
が
必
要
と
た
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
　
（
一
二
三
）
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最
後
に
、
紹
介
に
あ
た
っ
て
、
狭
田
氏
の
最
も
重
要
な
内
容
を
な
す

職
能
給
化
の
具
体
的
方
法
の
検
討
に
っ
い
て
、
こ
れ
を
取
り
あ
げ
え
な

か
っ
た
こ
と
と
、
狭
田
氏
の
真
意
に
反
す
る
紹
介
・
批
判
を
行
た
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
深
く
反
省
し
て
い
る
。

　
　
（
６
８
）
　
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
七
〇
年
代
を
む
か
え
た
日
本
経
済
と
賃
金

　
　
　
問
題
　
　
生
産
性
基
準
原
理
の
確
立
と
高
能
力
経
営
化
１
』
一
九
七

　
　
　
〇
年
、
一
〇
〇
頁
。

　
　
（
６
９
）
　
前
掲
、
日
太
経
営
者
団
体
連
盟
『
七
〇
年
代
を
む
か
え
た
日
本
経
済

　
　
　
と
賃
金
問
題
』
二
一
九
頁
。

　
　
（
７
０
）
　
前
掲
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
変
革
期
に
立
つ
目
本
経
済
と
賃
金

　
　
　
問
題
」
九
三
頁
。

　
　
（
７
１
）
　
前
掲
、
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
『
変
革
期
に
立
つ
日
本
経
済
と
賃
金

　
　
　
問
題
』
九
四
－
一
〇
〇
頁
。

　
（
７
２
）
　
Ｗ
ｌ
Ｉ
一
人
当
り
平
均
賃
銀
、
　
Ｎ
↓
展
用
者
数
、
　
Ｐ
ｌ
Ｉ
一
般
物
価
水

　
　
　
準
、
Ｒ
ｌ
Ｉ
実
質
Ｇ
Ｎ
Ｐ
，
Ｓ
ｌ
ｌ
労
働
分
配
率
と
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
オ
・
オ
ー
Ｉ
ｏ
○
．
勺
．
宛

　
　
　
と
な
る
。
こ
れ
を
展
開
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
デ
・
。
・
勺
・
印
卦
、
－
竈
・
一
昨
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
ｒ
争
－
一
巾
丁

　
　
　
（
な
お
、
算
式
中
の
「
△
」
は
伸
び
率
を
あ
ら
わ
す
）

　
　
　
　
こ
う
し
て
、
生
産
性
、
賃
銀
、
物
価
に
は
、
物
価
上
昇
率
１
１
賃
銀
の

　
　
　
上
昇
率
マ
イ
ナ
ス
実
質
国
民
経
済
生
産
性
の
上
昇
率
マ
イ
ナ
ス
労
働
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
四
　
（
二
一
四
）

配
率
の
増
減
率
と
い
う
関
係
が
成
立
す
る
と
す
る
。




